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序
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第
一
節 

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
目
的 

 

《
夷
酋
列
像
》
は
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
、
江
戸
時
代
後
期
の
松
前
藩
家
老

で
あ
り
、
画
人
で
も
あ
っ
た
蠣
崎
波
響
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
指
導
者
十
二

人
の
肖
像
で
あ
る
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
、
ア
イ
ヌ
蜂
起
に
始
ま
っ
た
武
力

衝
突
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の
鎮
圧
の
た
め
、
松
前
藩
に
協
力
し
た
功
績

あ
る
有
力
者
ア
イ
ヌ
の
う
ち
の
十
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、

「
蠣
崎
波
響
筆
《
夷
酋
列
像
》
に
み
る
「
か
た
ち
」
の
継
承 

―
近
世
日
本
に
お
け
る
図
像
の
転
用
―
」 
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四
〇×

三
〇
セ
ン
チ
の
小
さ
な
各
画
面
に
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
纏
い
、
緻
密
な

表
現
で
特
異
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
緻
密
で
色
彩

豊
か
な
こ
の
絵
の
評
判
は
、
波
響
と
文
人
た
ち
と
の
交
流
を
経
て
、
瞬
く
間
に
京

都
中
に
広
ま
り
天
覧
に
ま
で
至
っ
た
。 

波
響
と
《
夷
酋
列
像
》
を
め
ぐ
る
研
究
史
の
歩
ん
だ
足
跡
を
確
認
す
る
と
、
松

前
藩
の
歴
史
的
な
背
景
と
、《
夷
酋
列
像
》
を
携
え
て
上
洛
し
た
波
響
の
動
向
な
ど

か
ら
、
政
治
的
な
制
作
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
描
写

表
現
や
画
面
の
分
析
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
指
導
者
が
風
俗
性
を
欠
き
、

煌
び
や
か
に
着
飾
ら
れ
、
誇
張
し
た
ポ
ー
ズ
や
面
貌
の
表
現
に
よ
っ
て
作
り
出
さ

れ
た
虚
像
で
あ
る
こ
と
と
、
中
国
伝
来
の
古
典
的
図
像
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
《
夷
酋
列
像
》
が
天
覧
に
至
る
ほ
ど
の
大

き
な
反
響
を
得
た
要
因
と
し
て
、
「
近
世
日
本
に
お
け
る
和
人
が
ア
イ
ヌ
の
人
々

に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
誇
張
し
た
表
現
で

作
り
上
げ
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
姿
が
鑑
賞
者
に
与
え
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
の
落
差
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。《
夷
酋
列
像
》
制
作
は
松
前
藩
主
道
廣
の
命
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
落
差
を
演
出
す
る
た
め
に
「
誇
張
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
像
」
を
ど
の

よ
う
に
描
く
か
と
い
う
点
で
、
技
法
や
画
面
構
成
、
図
像
の
転
用
を
企
画
し
た
人

物
が
波
響
本
人
で
あ
る
か
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。 

本
研
究
で
は
、《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
の
先
行
作
例
は
中
国
画
譜
を
源
流
と
し
た

も
の
と
指
摘
す
る
。
寛
政
期
以
前
の
日
本
で
流
行
し
た
の
は
、
中
国
伝
来
の
画
譜

で
あ
っ
た
。
画
譜
の
中
で
も
、
人
物
版
画
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
体
裁
は
、
無
地

に
名
前
と
全
身
像
を
各
画
面
に
描
く
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
《
夷
酋
列
像
》
の

画
面
構
成
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
作
例
の
傾
向
は
、
近
世

日
本
に
お
い
て
中
国
版
画
な
ど
の
画
譜
や
絵
手
本
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。《
夷
酋
列
像
》
に
は
図
像
を
転
用
す
る
こ
と
で
そ
の
人
物
図

に
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
姿
勢
が
働
い
て
い
た
。
筆
者
は
波
響
が
《
夷
酋
列

像
》
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
交
遊
関
係
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
か
を
再
検

討
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
を
描
き
、
誰
に
見
せ
る
こ
と
を
目
的
に
制

作
さ
れ
た
の
か
を
究
明
し
、
近
世
日
本
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
文
化
的
意
識
や
価

値
観
に
せ
ま
る
こ
と
で
、《
夷
酋
列
像
》
が
制
作
さ
れ
た
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

 

本
稿
の
構
成
は
、《
夷
酋
列
像
》
の
先
行
研
究
の
整
理
を
行
っ
た
う
え
で
（
第
一

章
）、《
夷
酋
列
像
》
制
作
当
時
の
文
人
た
ち
に
よ
る
賛
辞
文
を
参
照
し
、
列
像
の

評
価
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
波
響
あ
る
い
は
松
前
藩
を
と
り
ま
く
文
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
検
討
し
（
第
二
章
）、
図
像
を
め
ぐ
る
諸
研
究
を
整
理
し
た
う
え
で
近

世
日
本
に
お
け
る
図
像
の
転
用
が
ど
の
よ
う
に
普
及
し
、
そ
の
文
化
が
継
承
さ
れ

て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
近
世
以
前
の
日
中
交
流
の
背
景
を
示
し

な
が
ら
、
波
響
が
列
像
の
制
作
に
際
し
中
国
伝
来
の
画
譜
を
ど
れ
だ
け
目
に
し
、

図
像
転
用
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
検
討
す
る
（
第
三
章
）。 

 

第
二
節 

《
夷
酋
列
像
》
の
画
面
分
析 

本
論
で
取
り
上
げ
る
《
夷
酋
列
像
》
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
美
術
考
古

博
物
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
物
図
一
図
を
欠
い
た
十
一
図
（
本
来
は

後
述
の
よ
う
に
十
二
図
で
あ
っ
た
）
と
、
波
響
の
叔
父
で
同
藩
家
老
の
松
前
広
長

に
よ
る
序
文
二
枚
に
よ
っ
て
成
る
。
十
一
人
の
名
、
「
麻
烏
太
蠟
潔
（
マ
ウ
タ
ラ

ケ
）」、「
超
殺
麻
（
チ
ョ
ウ
サ
マ
）」、「
貲
吉
諾
謁
（
ツ
キ
ノ
エ
）」、「
贖
穀
（
シ
ョ

ン
コ
）」、「
乙
箇
吐
壹
（
イ
コ
ト
イ
）」、「
失
莫
窒
（
シ
モ
チ
）」、「
乙
唫
葛
律
（
イ
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図版 1-1 序文 図版 1-2 序文 

ニ
ン
カ
リ
）
」、「
訥
窒
狐
殺
（
ノ
チ
ク
サ
）
」「
卜
羅
鵶
（
ポ
ロ
ヤ
）」「
泥
湿
穀
末
決

（
ニ
シ
コ
マ
ケ
）
」、「
窒
吉
律
亞
湿
葛
乙
（
チ
キ
リ
ア
シ
カ
イ
）」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

居
住
地
、
地
位
が
各
画
面
右
上
、
あ
る
い
は
左
上
に
、
金
泥
文
字
に
よ
っ
て
記
さ

れ
て
い
る
。「
窒
吉
律
亞
湿
葛
乙
」
の
画
面
左
の
款
記
に
「
夷
酋
十
二
人
図 

寛
政

庚
戌
初
冬 

臣
廣
年
画
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
が
寛
政
二
年
旧
暦
十
月

頃
に
制
作
さ
れ
、
本
来
は
十
二
図
一
組
に
よ
り
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
論
で
は
現
在
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
、
十
二
図
の
う
ち
の
一
図
「
乙
箇
律

葛
亞
泥
（
イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ
）
」
を
小
島
貞
喜
筆
《
夷
酋
列
像
模
写
》（
一
八
四
三
年
、

個
人
蔵
）
か
ら
参
照
す
る
。 

《
夷
酋
列
像
》
の
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
図
像
の
分
析
結
果

を
以
下
に
ま
と
め
る
。
人
物
像
は
『
夷
酋
列
像
附
録
』（
１
）
、
装
飾
品
や
衣
装
に
関

し
て
は
、
五
十
嵐
聡
美
氏
（
２
）

と
池
田
忍
氏
（
３
）

の
先
行
研
究
、
図
像
の
モ
チ
ー
フ

に
つ
い
て
は
《
夷
酋
列
像
》
展
図
録
（
４
）

を
参
照
し
た
。 

 

マ
ウ
タ
ラ
ケ 

マ
ウ
タ
ラ
ケ
は
ク
ナ
シ
リ
島
の
ア
イ
ヌ
た
ち
が
蜂
起
し
、
幾
多
の
和
人
を
殺
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
約
三
百
人
も
の
ア
イ
ヌ
を
連
れ
て
、
蜂
起
ア
イ
ヌ

の
逃
亡
を
防
い
だ
ウ
ラ
ヤ
ス
ベ
ツ
総
部
酋
長
で
あ
る
。 

ラ
ッ
コ
の
毛
皮
と
刺
繍
が
施
さ
れ
た
赤
色
と
緑
色
の
敷
物
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
正
面
を
向
き
、
折
り
た
た
ん
だ
両
足
を
抱
え
る
よ
う
に
両
膝
を
抱
え

て
座
っ
て
い
る
。
腹
部
の
手
前
で
は
両
手
が
重
な
る
よ
う
に
し
て
組
ま
れ
て
い
る
。

黄
土
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
い
、
足
元
に
見
え
る
裏
地
は
鶯
色
で
あ
る
。
蝦
夷
錦

の
中
央
部
分
に
は
、
龍
の
横
顔
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
マ
ウ
タ
ラ
ケ
が
纏
う 
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図版 2-1 マウラタケ 

図版 2-2 チョウサマ 

蝦
夷
錦
に
は
龍
文
に
加
え
、
霊
芝
雲
文
（
れ
い
し
ぐ
も
も
ん
）
と
波
の
文
様
が
色

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
蝦
夷
錦
の
襟
や
袖
部
位
に
は
金
泥
に
よ
る
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
る
。
白
色
の
布
の
耳
飾
り
や
手
元
に
見
え
る
白
玉
（
タ
マ
サ
イ
）
と
呼

ば
れ
る
ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
装
飾
品
と
さ
れ
る
も
の
を
身
に
つ
け
て

い
る
。
図
像
は
月
僊
筆
『
列
仙
図
賛
』「
廣
成
子
」
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

チ
ョ
ウ
サ
マ 

チ
ョ
ウ
サ
マ
は
ウ
ラ
ヤ
ス
ベ
ツ
総
部
酋
長
で
あ
り
、
マ
ウ
タ
ラ
ケ
と
と
も
に
蜂

起
ア
イ
ヌ
た
ち
の
逃
亡
を
防
い
だ
人
物
で
あ
る
。 

画
面
向
か
っ
て
左
に
体
を
ひ
ね
る
姿
が
特
徴
的
で
あ
る
。
手
元
に
は
兜
の
前
立 

             

て
を
も
ち
、
腰
に
脇
差
を
提
げ
て
い
る
。
白
髪
は
巻
き
毛
で
、
眉
毛
や
鬚
も
同
様

に
白
髪
で
あ
る
。
毛
皮
が
裏
打
ち
さ
れ
た
茶
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
い
、
膝
元
か

ら
は
紺
色
の
着
物
が
見
え
る
。
チ
ョ
ウ
サ
マ
の
纏
う
蝦
夷
錦
の
両
腕
脇
と
中
央
部

分
に
そ
れ
ぞ
れ
龍
文
が
描
か
れ
、
雲
や
波
の
文
様
も
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

襟
や
袖
部
位
に
は
金
泥
の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。
チ
ョ
ウ
サ
マ
は
白
色
の
靴
下

と
朱
色
の
靴
を
履
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
西
洋
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
腰
か
ら

青
玉
の
飾
り
を
提
げ
、
耳
に
は
マ
ウ
タ
ラ
ケ
同
様
、
赤
と
白
が
混
じ
っ
た
布
と
青

玉
の
耳
飾
り
を
つ
け
て
い
る
。
図
像
は
宋
紫
石
筆
『
古
今
画
藪
』「
東
方
朔
」
と
の

類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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図版 2-3 ツキノエ 

図版 2-4 ションコ 

ツ
キ
ノ
エ 

ツ
キ
ノ
エ
は
ク
ナ
シ
リ
総
部
酋
長
で
あ
り
、
身
長
六
尺
（
約
一
八
〇
セ
ン
チ
）

の
大
男
で
あ
っ
た
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
で
多
く
の
蜂
起
ア
イ
ヌ
た
ち
を

説
得
し
、
最
も
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。 

毛
皮
が
敷
か
れ
た
木
製
の
椅
子
に
腰
を
か
け
て
い
る
。
赤
色
生
地
の
蝦
夷
錦
に

白
い
毛
皮
で
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
西
洋
風
の
黒
地
の
コ
ー
ト
纏
っ
て
い
る
。
貲
吉

諾
謁
の
纏
う
蝦
夷
錦
に
は
、
龍
文
と
雲
、
波
の
文
様
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い

る
。
衿
部
分
に
金
泥
の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
風
の
黒
地
の
コ
ー
ト
の
腕

部
分
に
金
と
黒
の
糸
に
よ
る
装
飾
が
描
か
れ
て
い
る
。
臙
脂
色
の
ブ
ー
ツ
を
履
い

て
お
り
、
西
洋
の
も
の
で
あ
る
。
貲
吉
諾
謁
が
腰
か
け
る
木
製
の
椅
子
に
は
、
非

常
に
細
密
な
彫
刻
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
は
マ
キ
リ
（
小
刀
）
を
持
っ
て
い
る
。

耳
元
に
は
、
赤
と
白
の
布
と
青
玉
の
耳
飾
り
が
見
え
る
。 

           

シ
ョ
ン
コ 

シ
ョ
ン
コ
は
ノ
ッ
カ
マ
フ
総
部
酋
長
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
中
で
も
特
に
奥
深
い

知
恵
を
持
ち
、
弓
術
に
も
長
け
て
い
た
人
物
で
あ
る
。 

両
手
を
胸
の
前
で
組
み
、
腰
を
屈
め
に
し
、
身
体
は
横
を
向
い
て
お
り
、
目
は

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
。
シ
ョ
ン
コ
は
緑
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
い
、
中
に
は
毛

皮
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
朱
色
の
衣
服
を
着
て
い
る
。
蝦
夷
錦
に
は
五
本
指
の
龍
が

描
か
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ン
コ
の
纏
う
蝦
夷
錦
に
は
龍
文
や
雲
、
波
の
文
様
が
色
鮮

や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
刀
を
腰
か
ら
下
げ
、
茶
色
の
靴
を
履
い
て
い
る
。
靴
は

踵
部
分
が
赤
く
、
土
踏
ま
ず
か
ら
甲
に
か
け
て
白
い
紐
で
結
ば
れ
て
い
る
。
赤
と

白
が
混
じ
っ
た
布
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。
図
像
は
月
僊
筆
『
列
仙
図
賛
』「
黄
帝
」

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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図版 2-5 イコトイ 

図版 2-6 シモチ 

イ
コ
ト
イ 

イ
コ
ト
イ
は
、
ツ
キ
ノ
エ
を
父
に
、
チ
キ
リ
ア
シ
カ
イ
を
母
に
持
つ
ア
ッ
ケ
シ

酋
長
で
あ
る
。
ツ
キ
ノ
エ
や
シ
ョ
ン
コ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
厚
い
信
頼

を
持
た
れ
て
い
た
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の
際
に
は
、
三
十
歳
と
い
う
若

さ
で
あ
り
な
が
ら
、
父
の
ツ
キ
ノ
エ
と
並
ぶ
ほ
ど
の
貢
献
を
し
た
。 

イ
コ
ト
イ
は
緋
色
の
西
洋
風
の
外
套
の
中
に
紺
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
っ
て

い
る
。
西
洋
風
の
外
套
に
は
、
肩
に
房
飾
り
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
蝦
夷
錦

の
中
央
部
に
は
龍
文
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
雲
と
波
の
文
様
が
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
、
蝦
夷
錦
の
襟
元
に
白
毛
皮
の
襟
巻
き
を
重
ね
て
い
る
。
細
か
な
彫
刻
の

施
さ
れ
た
鑓
を
左
手
に
持
ち
、
右
手
で
外
套
の
裾
を
持
ち
上
げ
て
い
る
。
青
玉
の

耳
飾
り
を
し
て
い
る
。 

            

シ
モ
チ 

シ
モ
チ
は
東
部
ア
ッ
ケ
シ
准
酋
長
で
あ
る
。
幼
い
頃
か
ら
弓
術
を
得
意
と
し
て

い
た
と
さ
れ
る
。
シ
モ
チ
は
松
前
城
凱
旋
に
参
加
し
て
い
る
。 

シ
モ
チ
は
黒
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
っ
て
い
る
。
背
か
ら
肩
と
腹
の
途
中
ま
で

は
一
部
切
り
替
え
の
毛
皮
を
使
用
、
あ
る
い
は
胴
衣
を
別
に
着
用
し
て
い
る
。
腰

に
は
、
白
色
の
毛
皮
で
裏
打
ち
し
た
蝦
夷
錦
製
の
外
套
を
巻
い
て
い
る
。
さ
ら
に

獲
物
の
鳥
、
お
そ
ら
く
エ
ゾ
ス
ズ
メ
を
紐
に
結
わ
え
て
提
げ
て
い
る
。
矢
を
番
え

る
動
作
で
弓
を
構
え
て
立
ち
、
矢
二
本
で
後
ろ
髪
を
ま
と
め
て
い
る
。
口
に
は
一

本
の
矢
を
銜
え
て
い
る
。
赤
い
布
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。
首
元
に
は
青
い
紐
が

見
え
、
な
に
か
を
首
か
ら
下
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
。 

             

( 

四
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図版 2-7 イニンカリ 

図版 2-8 ノチクサ 

イ
ニ
ン
カ
リ 

イ
ニ
ン
カ
リ
は
、
戦
い
の
際
に
蜂
起
ア
イ
ヌ
た
ち
が
隠
し
て
い
た
と
さ
れ
る
武

器
を
見
つ
け
出
す
な
ど
し
て
松
前
藩
に
忠
義
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。
松
前
城

凱
旋
に
同
行
し
た
一
人
で
も
あ
る
。 

画
面
上
で
は
、
画
面
向
か
っ
て
右
側
に
体
を
向
け
、
連
れ
て
い
る
二
頭
の
そ
れ

ぞ
れ
白
色
と
黒
色
の
小
熊
を
見
て
振
り
返
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
右
手
に
は
二

頭
の
子
熊
を
繋
ぐ
縄
が
握
ら
れ
、
左
手
に
は
槍
が
握
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

裾
と
袖
口
部
分
の
裏
地
が
赤
色
で
、
生
地
が
黄
土
色
の
蝦
夷
錦
を
着
用
し
、
そ

の
下
に
は
花
柄
で
青
色
生
地
の
衣
装
を
着
て
い
る
。
手
に
は
手
甲
（
テ
ク
ン
ペ
）

を
着
用
し
て
い
る
。
蝦
夷
錦
の
帯
に
は
タ
バ
コ
入
れ
が
提
げ
ら
れ
て
い
る
。
裸
足

で
あ
る
。
耳
に
は
青
玉
と
赤
白
色
の
混
じ
っ
た
布
の
耳
飾
り
が
確
認
で
き
る
。 

            

ノ
チ
ク
サ 

ノ
チ
ク
サ
は
ノ
ッ
カ
マ
フ
の
シ
ャ
モ
コ
タ
ン
の
酋
長
と
さ
れ
る
。 

右
ひ
ざ
を
立
て
て
座
っ
た
姿
勢
で
鹿
を
背
中
で
担
ぎ
、
上
目
使
い
で
正
面
を
凝

視
し
て
い
る
。
紺
色
生
地
の
蝦
夷
錦
と
、
黄
土
色
の
蝦
夷
錦
を
重
ね
着
し
て
い
る
。

小
刀
（
マ
キ
リ
）
を
脇
に
差
し
、
タ
バ
コ
入
れ
を
腰
か
ら
提
げ
て
い
る
。
獲
物
の

鹿
は
左
右
の
手
足
を
そ
れ
ぞ
れ
紐
で
縛
ら
れ
て
い
る
。
ノ
チ
ク
サ
は
《
夷
酋
列
像
》

の
中
で
唯
一
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
こ
の
帽
子
を
白
玉
の
紐
を
顎
に
か
け
て
被

っ
て
い
る
。
耳
に
は
青
玉
と
赤
白
色
の
混
じ
っ
た
布
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。
図

像
は
月
僊
筆
『
列
仙
図
賛
』「
白
石
生
」
に
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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図版 2-9 ポロヤ 

図版 2-10 イコリカヤニ 

ポ
ロ
ヤ 

ポ
ロ
ヤ
は
ノ
ッ
カ
マ
フ
の
ベ
ッ
カ
イ
の
酋
長
で
あ
る
。
シ
モ
チ
と
共
に
蜂
起
ア

イ
ヌ
の
説
得
に
あ
た
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。 

向
か
っ
て
左
に
体
を
向
け
、
歩
き
出
す
よ
う
に
左
足
を
前
に
出
し
た
姿
勢
で
、

犬
を
つ
な
ぐ
紐
を
右
肩
に
担
ぐ
よ
う
に
両
手
で
持
ち
、
顔
は
や
や
傾
け
上
目
使
い

で
正
面
を
凝
視
し
て
い
る
。
こ
の
犬
を
繋
ぐ
紐
を
肩
に
か
け
て
持
つ
姿
勢
は
、
南

蛮
人
を
描
く
図
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
赤
色
生
地
の
蝦
夷
錦
の
上

に
毛
皮
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
刺
繍
入
り
衣
装
を
着
て
、
裸
足
の
状
態
で
あ
る
。
腰

に
は
小
刀
を
差
し
、
煙
草
入
れ
と
煙
菅
、
煙
管
差
し
が
提
げ
ら
れ
て
い
る
。
青
色

の
布
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。 

             

イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ 

イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ
は
、
ク
ナ
シ
リ
島
一
の
弓
の
名
手
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ツ
キ
ノ

エ
の
末
子
で
も
あ
る
。 

画
面
上
で
は
、
上
体
を
ね
じ
り
、
後
ろ
を
振
り
向
く
よ
う
な
仕
草
を
し
た
姿
で

描
か
れ
て
い
る
。
矢
筒
を
首
に
回
し
て
背
に
か
け
て
い
る
。
左
腕
に
獲
物
の
鳥
二

羽
を
抱
え
、
右
脇
に
は
弓
を
挟
ん
で
い
る
。
右
手
に
は
つ
ば
と
羽
飾
り
付
の
帽
子

を
提
げ
る
。
着
衣
に
つ
い
て
は
白
地
の
着
物
の
上
に
、
肩
ま
で
袖
の
な
い
黄
色
地

の
着
物
を
纏
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
額
に
鉢
巻
（
マ
タ
ン
プ
シ
）、
脛
部
に
は
脚
絆

（
ホ
シ
）
を
着
用
し
て
い
る
。
耳
に
は
青
玉
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。
図
像
は
宋

紫
石
『
古
今
画
藪
』「
西
楚
覇
王
項
籍
」
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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図版 2-11 ニシコマケ 

図版 2-12 チキリアシカイ 

ニ
シ
コ
マ
ケ 

ニ
シ
コ
マ
ケ
は
、
弓
に
長
け
た
ア
ッ
ケ
シ
酋
長
で
あ
る
。 

画
面
上
で
は
、
画
面
向
か
っ
て
右
を
向
き
、
右
足
を
立
て
た
立
膝
を
し
て
座
り
、

弓
に
弦
を
張
る
仕
草
を
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
口
に
弦
を
咥
え
て
い
る
。
雲

も
し
く
は
波
を
描
い
た
青
地
の
蝦
夷
錦
の
下
に
は
、
ア
ッ
ト
ゥ
シ
の
よ
う
な
衣
装

を
着
て
い
る
。
腰
に
は
煙
草
入
れ
や
小
刀
を
提
げ
、
そ
の
傍
に
は
矢
筒
や
ア
ザ
ラ

シ
皮
の
靴
が
置
か
れ
て
い
る
。
耳
に
は
青
玉
の
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。 

                

チ
キ
リ
ア
シ
カ
イ 

チ
キ
リ
ア
シ
カ
イ
は
、
イ
コ
ト
イ
の
母
で
あ
り
、
ツ
キ
ノ
エ
の
妻
で
あ
る
。
画

面
上
で
唯
一
の
女
性
で
あ
る
。 

画
面
上
で
は
、
長
い
袖
で
覆
わ
れ
た
両
手
を
膝
に
乗
せ
、
両
膝
を
抱
え
る
よ
う

に
し
て
座
っ
て
い
る
。
マ
ウ
タ
ラ
ケ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
文
様
を
織
り
出
し
た

敷
物
と
白
毛
皮
を
重
ね
、
そ
の
上
に
座
す
。
茶
色
生
地
の
蝦
夷
錦
を
纏
い
、
そ
の

首
元
に
は
白
い
ス
カ
ー
フ
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
耳
に
は
白
玉
の
首
飾
り
を

し
て
い
る
。 
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以
上
、
十
二
図
の
画
面
分
析
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
指
導
者
十
二
人
と
と
も
に
、
蝦

夷
錦
や
西
洋
風
の
衣
装
と
装
飾
品
、
武
器
や
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
日
常
で
使
用
す
る

道
具
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
論
で
は
《
夷
酋
列
像
》
に
描
か

れ
た
様
々
な
品
に
つ
い
て
詳
し
く
扱
わ
な
い
が
、
十
二
図
に
共
通
し
た
、
蝦
夷
錦

の
「
左
衽
」
で
の
着
用
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。《
夷
酋
列
像
》
上
で
は
、
有

力
者
ア
イ
ヌ
が
着
用
す
る
蝦
夷
錦
が
、「
左
衽
」
で
描
か
れ
て
い
る
。「
左
衽
」
と

は
衿
の
合
わ
せ
を
左
前
に
し
て
衣
服
を
着
る
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
は
夷
風
性
を
表

す
と
さ
れ
る
。
中
国
で
は
漢
民
族
以
外
の
周
辺
の
異
民
族
を
「
東
夷
・
西
戒
・
南

蛮
・
北
狄
」
と
呼
ん
で
蔑
視
し
、「
左
衽
」
は
そ
う
し
た
「
未
開
人
」
の
風
俗
と
さ

れ
た
。
新
井
白
石
が
著
し
た
『
蝦
夷
志
』
以
降
、
日
本
人
が
残
し
た
文
献
は
く
り

か
え
し
、
ア
イ
ヌ
は
「
左
衽
」
と
伝
え
、
貞
良
を
は
じ
め
江
戸
時
代
の
ア
イ
ヌ
の

絵
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
の
衣
服
を
左
衽
に
描
い
て
い
る
（
５
）
。《
夷
酋
列
像
》
に

描
か
れ
た
蝦
夷
錦
は
衿
元
が
着
物
の
よ
う
に
あ
え
て
描
く
こ
と
で
「
左
衽
」
を
表

現
し
て
い
る
。
画
面
上
に
は
、
華
美
な
装
飾
・
道
具
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、
夷
風

性
を
示
す
表
現
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
十
二
図
中
い
く
つ
か
の
図
像
に
は
画
譜

か
ら
の
図
像
転
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
転
用
さ
れ
る
の
は
仙
人
や
功
臣
な
ど
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
松
前
藩
に
協
力
し
た
ヒ
ー
ロ
ー
像
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、

人
並
み
外
れ
た
能
力
を
も
つ
人
物
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ
と
で
ア
イ
ヌ
指
導
者

を
特
別
な
存
在
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。 

    

 第
一
章 

《
夷
酋
列
像
》
の
成
立
に
つ
い
て 

  

第
一
節 

《
夷
酋
列
像
》
を
め
ぐ
る
動
き 

 

第
一
項 

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
と
松
前
城
凱
旋 

《
夷
酋
列
像
》
の
制
作
の
契
機
は
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
起
き
た
、
和

人
と
ア
イ
ヌ
と
の
間
で
起
こ
っ
た
武
力
衝
突
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
蜂
起
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
『
寛
政

蝦
夷
乱
取
調
日
記
』（
６
）

を
批
判
的
に
分
析
し
事
件
の
全
容
を
と
ら
え
る
菊
池
勇
夫

氏
の
研
究
成
果
が
あ
る
（
７
）
。
本
項
で
は
事
件
内
容
に
深
く
言
及
し
な
い
が
、
菊
池

氏
の
成
果
を
も
と
に
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
簡
潔
に
纏
め
た
。
当
時
の
松
前
藩
の

財
政
を
大
き
く
担
っ
て
い
た
の
が
、
蝦
夷
地
産
物
を
用
い
た
交
易
で
あ
っ
た
。
蝦

夷
地
産
物
を
求
め
た
和
人
に
よ
る
蝦
夷
地
支
配
が
強
ま
る
中
、
商
場
知
行
制
か
ら

場
所
請
負
制
へ
移
行
し
た
こ
と
が
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
関
係
悪
化
を
招
い
た
と
さ

れ
る
。
場
所
請
負
制
は
松
前
藩
の
藩
主
・
家
中
が
運
上
金
上
納
を
条
件
に
、
蝦
夷

地
の
交
易
権
を
商
人
に
委
託
し
、
経
営
を
請
け
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
で
は
、
藩
主
・
家
臣
は
確
実
に
運
上
金
を
上
納
さ
れ
る
が
、
場
所

請
負
人
は
不
漁
の
際
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
当
時
蝦
夷
地
産
物
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
鮭
の
塩
引
と
鰊
の
〆
粕
の

生
産
の
た
め
に
、
場
所
請
負
人
た
ち
は
出
稼
ぎ
和
人
を
支
配
人
・
通
詞
・
番
人
と

し
て
雇
い
、
彼
ら
を
請
負
場
所
に
建
て
た
運
上
屋
・
番
屋
に
送
り
込
ん
だ
。
そ
こ

に
送
り
込
ま
れ
た
彼
ら
は
、
網
な
ど
の
漁
具
を
導
入
し
、
ア
イ
ヌ
、
特
に
働
き
手

で
あ
る
若
者
ア
イ
ヌ
を
労
働
力
と
し
て
安
い
給
金
で
酷
使
し
、
鮭
や
鰊
の
生
産
活

( 
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動
を
直
接
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
低
賃
金
で
の
過
酷

な
労
働
の
強
制
、
出
稼
ぎ
和
人
に
よ
る
女
性
ア
イ
ヌ
へ
の
性
的
暴
力
、
宝
物
の
搾

取
な
ど
の
過
酷
な
状
況
を
強
い
ら
れ
、
和
人
に
対
す
る
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

蜂
起
の
直
接
的
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
有
力
者
ア
イ
ヌ
の
サ
ン
キ
チ
の
不
審
死

で
あ
っ
た
。『
寛
政
蝦
夷
乱
取
調
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
元
年
五
月
中
に
ク
ナ
シ

リ
の
有
力
者
ア
イ
ヌ
の
サ
ン
キ
チ
が
、
支
配
人
の
勘
平
よ
り
も
ら
っ
た
酒
を
飲
み

不
審
死
し
た
。
こ
の
不
審
死
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
、
ア
イ
ヌ
が
和
人
に
対
し
て
抱

い
て
い
た
不
満
が
、
サ
ン
キ
チ
の
息
子
ら
を
中
心
と
し
た
若
者
ア
イ
ヌ
た
ち
を
蜂

起
へ
と
結
び
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
蜂
起
は
ク
ナ
シ
リ
島
で
始
ま
り
、
ク

ナ
シ
リ
島
の
五
カ
所
で
和
人
が
襲
撃
さ
れ
、
そ
の
間
に
計
二
十
二
人
の
和
人
が
殺

害
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
松
前
藩
は
、
蜂
起
鎮
圧
の
た
め
に
新
井
田
孫
兵

衛
率
い
る
鎮
圧
隊
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
松
前
藩
に
協
力
的
な
ツ
キ
ノ
エ
、
シ

ョ
ン
コ
ら
の
有
力
者
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
、
蜂
起
し
た
ア
イ
ヌ
た
ち
へ
の
説
得
が
行

わ
れ
、
鎮
圧
に
至
る
ま
で
に
、
蜂
起
ア
イ
ヌ
と
鎮
圧
隊
と
の
間
で
大
き
な
衝
突
が

起
こ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
説
得
に
よ
っ
て
、
蜂
起
に
参
加
し
て
い
た
ア
イ

ヌ
た
ち
は
ノ
カ
マ
ッ
プ
に
到
着
し
て
い
た
松
前
藩
鎮
圧
隊
に
投
降
し
た
。
投
降
し

た
の
ち
、
和
人
殺
害
の
罪
で
三
十
七
人
の
蜂
起
ア
イ
ヌ
が
処
刑
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
九
月
五
日
、
松
前
藩
に
協
力
し
た
有
力
者
ア
イ
ヌ
の
う
ち
、
三
十
九
人
が

鎮
圧
隊
と
と
も
に
松
前
城
下
へ
帰
着
し
、
藩
主
道
廣
に
御
目
見
え
し
た
。
処
刑
さ

れ
た
蜂
起
ア
イ
ヌ
の
塩
漬
け
さ
れ
た
首
は
、
立
石
野
に
お
い
て
さ
ら
し
首
が
行
わ

れ
た
と
幕
府
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の
顛
末

で
あ
る
。 

こ
の
情
報
は
、
最
上
徳
内
（
一
七
五
四
～
一
八
三
六
年
）
に
よ
っ
て
幕
府
に
伝

え
ら
れ
た
。
幕
府
は
寛
政
三
、
四
年
に
、
普
請
役
に
抜
擢
し
た
徳
内
を
加
え
、
蝦

夷
地
の
調
査
を
行
い
、
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
状
況
や
松
前
藩
の
北
辺
防
備
能
力
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
た
。
度
重
な
る
ア
イ
ヌ
蜂
起
を
背
景
に
、
幕
府
が
松
前
藩
に
抱
い

て
い
た
不
信
感
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

蝦
夷
地
を
幕
府
の
監
視
下
に
置
こ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
背
景
に
は
、
ロ

シ
ア
人
の
南
下
も
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
日
本
で
「
赤
人
」
と

呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
人
が
、
十
七
世
紀
末
か
ら
毛
皮
を
求
め
て
千
島

に
ま
で
南
下
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ウ
ル
ッ
プ
島
の
ア
イ
ヌ
の
ラ
ッ
コ
猟
場
に

ロ
シ
ア
人
が
侵
入
し
ア
イ
ヌ
を
殺
害
し
た
こ
と
で
、
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に

エ
ト
ロ
フ
島
・
ラ
シ
ョ
ア
島
の
ア
イ
ヌ
が
ロ
シ
ア
人
を
襲
撃
し
、
多
数
殺
害
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
年
に
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
か
ら
脱
走
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ベ
ニ
ョ

フ
ス
キ
ー
（
ハ
ン
ベ
ン
ゴ
ロ
ー
）
が
日
本
に
寄
港
し
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を
警
告
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
が
、
幕
府
や
知
識
人
の
間
に
ロ
シ
ア
人
の
接
近
の
危
機

感
を
抱
か
せ
、
そ
れ
が
松
前
藩
の
北
辺
警
備
能
力
へ
の
不
信
に
つ
な
が
っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
は
、
仙
台
藩
医
・
工
藤
平

助
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
一
年
）
は
幕
府
老
中
田
沼
意
次
に
、
北
方
問
題
意
見
書

『
赤
蝦
夷
風
説
考
』
を
提
出
し
た
。
平
助
は
『
赤
蝦
夷
風
説
考
』
に
て
、
江
戸
の

蘭
学
者
や
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
松
前
藩
関
係
者
と
の
交
流
を
通
し
て
得
た
ロ

シ
ア
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
も
と
に
、
南
下
す
る
ロ
シ
ア
へ
の
対
策
な
ど
を
提

言
し
た
。
さ
ら
に
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、
林
子
平
（
一
七
三
八
～
一
七
九
三

年
）
の
『
三
国
通
覧
図
説
』
に
よ
っ
て
、
未
知
の
人
々
と
さ
れ
て
き
た
「
赤
人
」

の
正
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
幕
府
で
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
危
機
感
は

( 
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強
ま
っ
て
い
っ
た
。
松
前
藩
の
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
に
お
け
る
不
祥
事
と
ロ
シ
ア
接

近
に
対
す
る
不
安
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
幕
府
か
ら
注
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
松
前
藩
の
存
亡
を
か
け
て
幕
府
に
対
す
る
名
誉
挽
回
が
課
題
と
し
て
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。《
夷
酋
列
像
》
が
制
作
さ
れ
た
歴
史
的
状
況
は
こ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。 

 

第
二
項 

浄
写
と
模
写 

波
響
が
描
い
た
《
夷
酋
列
像
》
は
、
京
都
で
の
天
覧
に
際
し
て
、「
浄
写
」、
す

な
わ
ち
再
制
作
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。「
浄
写
」
を
含
め
、
蠣
崎
波
響
筆
の
「
夷
酋

列
像
」
は
二
組
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
二
組
が
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
《
夷

酋
列
像
》
と
《
御
味
方
蝦
夷
之
図
》
で
あ
る
。《
御
味
方
蝦
夷
之
図
》
は
、
イ
コ
ト

イ
と
シ
ョ
ン
コ
の
み
現
存
し
、
軸
装
の
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
現
在
は
函
館
市
立

中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
谷
澤
尚
一
氏
に
よ
っ
て
、
金
泥
の
書
入
れ
文

字
の
比
較
か
ら
ブ
ザ
ン
ソ
ン
本
が
浄
写
本
で
あ
り
天
覧
に
供
さ
れ
た
「
正
本
」
で

あ
る
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
た
（
８
）

が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
有
力
な
資
料
は
ま
だ

見
出
さ
れ
て
い
な
い
。 

《
夷
酋
列
像
》
は
、
大
名
た
ち
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
の
模
写
が
描
か
れ
、
各
藩

で
所
持
さ
れ
た
。
現
存
す
る
模
写
作
品
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
大
名
た
ち
が
制
作

に
関
わ
っ
た
、
あ
る
い
は
、
模
写
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
陸
奥

国
白
河
藩
主
で
幕
府
老
中
を
務
め
た
松
平
定
信
（
一
七
五
八
―
一
八
二
九
年
）
、

「
静
山
」
の
号
で
知
ら
れ
る
蘭
癖
大
名
で
あ
り
肥
前
国
平
戸
藩
主
の
松
浦
清
（
一

七
六
〇
～
一
八
四
一
年
）
、
阿
波
国
徳
島
藩
主
、
蜂
須
賀
治
昭
（
一
七
五
八
～
一
八

一
四
年
）
、
松
平
定
信
の
実
子
で
、
真
田
家
に
養
子
入
り
し
た
信
濃
国
松
代
藩
主
の

ち
幕
府
老
中
の
真
田
幸
貫
（
一
七
九
一
～
一
八
五
二
年
）、
讃
岐
国
丸
亀
藩
主
の
京

極
高
明
（
一
七
九
八
～
一
八
七
四
年
）、
安
芸
国
広
島
新
田
藩
主
の
ち
広
島
藩
主
の

浅
野
長
訓
（
一
八
一
二
～
一
八
七
二
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
９
）
。
特
に
、
模
写
の
中

で
は
、
画
面
形
式
が
当
時
の
現
物
の
姿
に
最
も
近
か
っ
た
と
さ
れ
る
広
島
新
田
藩

の
模
写
や
、
十
二
図
の
全
貌
が
分
か
る
小
島
雪
崝
が
描
い
た
模
写
が
し
ば
し
ば
紹

介
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

平
戸
藩
で
は
、
一
七
九
九
（
寛
政
十
一
）
年
、
平
戸
藩
主
の
松
浦
静
山
が
松
前

藩
主
松
前
道
廣
か
ら
借
り
受
け
た
《
夷
酋
列
像
》
を
藩
の
画
工
に
命
じ
て
模
写
さ

せ
た
。
以
下
、
松
浦
本
と
呼
ぶ
。
松
浦
本
は
現
存
し
、
付
属
文
書
の
中
に
は
『
夷

酋
列
像
附
録
』
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
ブ
ザ
ン
ソ
ン
本
と
一
致
し
て
い
る
。

阿
波
藩
で
は
、
一
八
〇
四
（
文
化
元
）
年
、
阿
波
藩
主
の
蜂
須
賀
治
昭
が
藩
の
絵

師
渡
辺
広
輝
に
命
じ
て
、《
夷
酋
列
像
》
を
模
写
さ
せ
た
。
こ
の
う
ち
、
後
半
部
分

の
六
人
図
の
み
が
現
在
浜
松
市
の
常
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
常
楽
寺

本
と
呼
ぶ
。
広
島
新
田
藩
で
は
、
一
八
四
三
（
天
保
十
四
）
年
、
広
島
新
田
藩
の

絵
師
小
島
雪
崝
（
貞
喜
）
が
、
藩
主
の
命
に
よ
っ
て
模
写
し
た
。
以
下
、
広
島
本

と
呼
ぶ
。
広
島
本
は
指
導
者
ア
イ
ヌ
が
十
二
人
全
員
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

保
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
た
め
、
原
本
の
形
態
を
最
も
よ
く
伝
え
る
も
の
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
廣
長
に
よ
る
『
夷
酋
列
像
附
録
』
と
皆
川
淇
園
ら
に
よ
る
『
夷
酋
列

像
賛
』、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
が
絵
に
添
付
さ
れ
て
お
り
、
原
本
に
欠
け
て
い
る
情
報

の
一
部
を
大
き
く
補
う
、
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。
以
上
挙
げ
た
三
例
は
、
現
存

す
る
も
の
で
あ
る
。
現
存
は
確
認
で
き
な
い
が
、
熊
本
藩
に
お
い
て
も
模
写
を
依

頼
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
（
寛
政
十
二
）
年
、
肥
後
熊
本
藩
主
細
川
斉

護
が
水
戸
藩
主
の
も
と
に
あ
っ
た
《
夷
酋
列
像
》
の
副
本
を
水
戸
藩
の
画
人
に
依
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頼
し
て
模
写
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
熊
本
藩
の
儒
者
大
城
壷
梁
が
著
し
た
『
夷
酋

列
像
跋
』
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
（

10

）
。
し
か
し
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
模
写
が
現

存
す
る
か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
単
独
像
と
し
て
伝

わ
る
模
本
が
数
点
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
模
本
を
所
持
す
る
藩
の
存
在
や
そ

の
数
か
ら
、
蝦
夷
地
に
寄
せ
ら
れ
た
関
心
の
深
さ
や
《
夷
酋
列
像
》
が
武
家
社
会

に
お
い
て
権
威
的
役
割
を
果
た
す
絵
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。 

 

第
三
項 

そ
の
後
の
行
方
、
そ
し
て
現
在 

天
覧
後
の
《
夷
酋
列
像
》
の
行
方
に
つ
い
て
、
寛
政
期
に
お
い
て
は
以
下
の
事

が
分
か
っ
て
い
る
。
松
浦
静
山
の
依
頼
に
よ
っ
て
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に

松
前
藩
が
国
元
、
つ
ま
り
松
前
か
ら
江
戸
へ
《
夷
酋
列
像
》
を
取
り
寄
せ
て
い
る

（

11

）
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
に
《
夷
酋
列
像
》
は
、
波
響

と
共
に
帰
藩
し
、
国
元
で
あ
る
松
前
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
松
浦
武
四
郎
著
『
初
航
蝦
夷
日
記
』（
一
八
四
五
年
）
と
『
蝦
夷
漫
画
』（
一

八
五
九
年
）
に
お
い
て
《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
の
一
部
が
確
認
出
来
る
。『
初
航
蝦

夷
日
記
』
の
な
か
に
、《
夷
酋
列
像
》
中
の
三
人
の
姿
が
写
し
出
さ
れ
、
図
中
に
は

「
曽
経
天
覧
」
の
遊
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。『
蝦
夷
漫
画
』
は
、
松
浦
武
四
郎
が
六

回
目
の
蝦
夷
地
探
査
の
後
、
四
十
二
歳
で
書
い
た
書
物
で
あ
っ
た
。
描
か
れ
た
図

像
は
シ
モ
チ
の
上
半
身
で
あ
る
が
、
「
本
邦
に
味
方
せ
し
十
二
人
の
う
ち
ア
ツ
ケ

シ
酋
長
ヱ
ユ
ト
イ
と
い
へ
る
の
々
肖
像
な
り
」
と
あ
る
。 

明
治
以
降
の
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
『
東

京
人
類
学
会
雑
誌
』
の
誌
上
で
あ
っ
た
。
第
一
九
七
号
に
は
、「
子
爵
松
前
家
所
蔵

『
蝦
夷
酋
長
之
像
』
と
題
す
る
図
が
十
二
枚
あ
り
ま
す
が
、
夫
に
伴
う
『
夷
酋
列

像
附
録
』
と
云
う
書
は
ア
イ
ヌ
研
究
の
参
考
と
し
て
極
め
て
大
切
な
も
の
で
あ
り

ま
す
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
同
年
に
松
前
家
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
《
夷
酋
列
像
》
が
「
ア
イ
ヌ
絵
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
最
初
の
文

献
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

《
夷
酋
列
像
》
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
河
野
常
吉
の
「
北
海
画
家
の
泰

斗 

蠣
崎
波
響
」（
一
九
〇
七
年
・『
北
嶋
新
報
』
掲
載
）
で
あ
っ
た
。
波
響
の
生

い
立
ち
か
ら
京
都
の
文
人
と
の
交
流
が
紹
介
さ
れ
、《
夷
酋
列
像
》
の
天
覧
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
で

の
《
夷
酋
列
像
》
十
三
枚
の
発
見
を
機
に
、
谷
澤
尚
一
氏
の
「
夷
酋
列
像
―
成
立

と
そ
の
周
辺
」
が
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
四
月
か
ら
、
半
年
間
に
わ
た
り
北

海
道
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
。《
夷
酋
列
像
》
を
め
ぐ
る
問
題
が
史
料
調
査
に
よ
り
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
波
響
に
関
す
る
研
究
も
作
品
や
史
料
調
査
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
上
げ
た
。
磯
崎
康
彦
の
『
松
前
藩
の
画
人
と
近
世
絵
画
史 

蛎

崎
波
響
と
熊
坂
適
山
・
蘭
斎
兄
弟
』（
一
九
八
六
年
）、
永
田
富
智
の
『
蠣
崎
波
響

伝
』（
一
九
八
八
年
）、
中
村
真
一
郎
の
『
蠣
崎
波
響
の
生
涯
』（
一
九
八
九
年
）
な

ど
、
波
響
の
人
物
像
に
迫
る
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
た
。
以
後
、N

H
K

テ
レ
ビ

番
組
「
日
曜
美
術
館
」
で
の
放
映
や
、《
夷
酋
列
像
》
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
展

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
規
模
な
波
響
展
覧
会
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
論
稿
を
『
波

響
論
集
』（
一
九
九
一
年
）
で
復
刻
す
る
な
ど
、
波
響
研
究
は
普
及
と
そ
の
発
展
を

目
指
し
て
大
き
く
動
き
出
し
た
。
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
は
、
北
海
道

博
物
館
が
開
館
記
念
特
別
展
と
し
て
《
夷
酋
列
像
》
展
を
開
催
し
た
。
こ
の
展
覧

会
は
北
海
道
博
物
館
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
三
館
に

よ
る
共
同
企
画
で
あ
り
、《
夷
酋
列
像
》
を
中
心
と
し
て
、
絵
画
資
料
や
民
俗
資
料
、

( 
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地
図
、
文
書
な
ど
幅
広
い
資
料
を
取
り
あ
げ
た
点
で
、
新
た
な
試
み
と
な
る
展
示

で
あ
っ
た
。
こ
の
展
示
に
よ
り
、《
夷
酋
列
像
》
の
も
つ
諸
問
題
が
さ
ら
に
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、
北
海
道
の
歴
史
認
識
の
見
直
し
の
必
要
性
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
も
な
っ
た
。 

  

第
二
節 

《
夷
酋
列
像
》
の
特
徴
と
制
作
意
図 

 

第
一
項 

図
像
と
画
面
構
成
に
関
す
る
研
究 

美
術
史
研
究
に
お
い
て
は
、《
夷
酋
列
像
》
に
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
が
身
に
ま
と
う

衣
装
や
そ
の
い
で
立
ち
に
深
く
言
及
し
た
分
析
が
検
討
さ
れ
、
従
来
の
ア
イ
ヌ
絵

と
の
比
較
な
ど
行
な
わ
れ
た
。
図
像
分
析
が
示
し
た
《
夷
酋
列
像
》
の
虚
像
性
が
、

近
世
日
本
社
会
に
お
け
る
価
値
観
を
う
つ
す
鏡
と
し
て
、
他
分
野
か
ら
も
注
目
さ

れ
た
。
ま
た
、
本
論
で
論
じ
よ
う
と
す
る
《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
を
め
ぐ
る
研
究

も
注
目
さ
れ
た
。
そ
れ
は
井
上
研
一
郎
氏
が
一
部
の
人
物
図
が
古
典
的
図
像
と
類

似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
井
上
氏
は
「
蠣
崎
波
響
の
生

涯
と
《
夷
酋
列
像
》
」『
蠣
崎
波
響
と
そ
の
時
代
展
図
録
』（
北
海
道
立
函
館
美
術
館

ほ
か
五
館
、
一
九
九
一
年
）
で
、
人
物
図
の
う
ち
「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
に
中
国
の
仙

人
を
描
い
た
月
僊
筆
『
列
仙
図
賛
』
の
う
ち
の
「
廣
成
子
」
と
の
類
似
が
認
め
ら

れ
る
と
し
た
。
月
僊
と
は
、
波
響
と
同
時
期
に
活
動
し
た
絵
師
月
僊
玄
瑞
（
一
七

四
一
～
一
八
〇
九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
図
像
の
類
似
を
指
摘
し
た
う
え

で
、
井
上
氏
は
ア
イ
ヌ
の
肖
像
を
中
国
の
仙
人
の
図
像
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と

の
意
味
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
そ
の
後
、
こ
の
絵
の
各
人
物
画
に
は
、
モ
デ
ル

や
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
た
。
春
木
晶
子
氏
は
「《
夷
酋
列
像
》
と

日
月
屏
風
―
多
重
化
す
る
肖
像
と
そ
の
意
義
―
」
に
お
い
て
、
画
面
構
成
に
関
す

る
新
た
な
指
摘
を
し
た
（

12

）
。《
夷
酋
列
像
》
の
各
人
物
図
が
孕
む
図
像
と
し
て
の

意
味
を
考
察
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
、《
夷
酋
列
像
》
が
天
皇
の
権
威
を
荘
厳
し
、

そ
の
治
世
と
不
老
長
寿
を
寿
ぐ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
こ
の
研
究
は
序
文
で

記
さ
れ
て
い
た
勧
善
懲
悪
の
意
味
だ
け
で
は
な
い
、《
夷
酋
列
像
》
の
制
作
意
義
に

つ
い
て
言
及
す
る
大
き
な
進
展
で
あ
っ
た
。 

 

第
二
項 

描
写
表
現
に
関
す
る
研
究 

装
飾
品
や
特
異
な
ポ
ー
ズ
の
分
析
だ
け
で
は
な
く
、
面
貌
表
現
か
ら
も
、
仙
人

と
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
春
木
氏
は
「《
夷
酋
列
像
》
―1

2

人
の
「
異
容
」

と
「
威
容
」」（

13

）

に
お
い
て
、
ツ
キ
ノ
エ
に
酷
似
し
て
い
る
面
貌
の
資
料
を
二
作

品
か
ら
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
佐
竹
曙
山
筆
《
蝦
蟇
仙
人
図
》
で
あ
る
。
曙
山
（
一

七
四
八
～
一
七
八
五
年
）
は
出
羽
国
久
保
田
藩
主
で
あ
り
、
藩
士
の
小
田
野
直
武

（
一
七
五
〇
～
一
七
八
〇
年
）
と
と
も
に
秋
田
蘭
画
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
る
。

描
か
れ
た
蝦
蟇
仙
人
は
、
蝦
蟇
を
使
い
、
怪
し
い
術
を
行
な
っ
た
と
い
う
中
国
の

仙
人
で
あ
り
、
室
町
時
代
以
降
の
日
本
画
の
伝
統
的
な
画
題
で
あ
る
。
春
木
氏
は

こ
の
蝦
蟇
仙
人
の
常
人
離
れ
し
た
大
き
な
目
や
鼻
、
太
い
眉
、
三
白
眼
、
顔
の
凹

凸
が
ツ
キ
ノ
エ
と
一
致
し
て
い
る
と
し
た
。
も
う
一
つ
の
作
品
は
、
波
響
自
身
が

描
い
た
と
さ
れ
る
《
南
蛮
騎
士
の
図
》
で
あ
る
。
こ
れ
は
馬
に
ま
た
が
る
西
洋
人

の
諸
侯
十
二
人
十
一
図
で
あ
り
、
西
洋
の
銅
版
画
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
春
木
氏

は
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
西
洋
人
の
顔
立
ち
、
特
に
大
き
い
目
鼻
や
顔
の
凹
凸
な
ど

が
ツ
キ
ノ
エ
に
一
致
し
て
い
る
と
し
、「
ツ
キ
ノ
エ
」
と
《
蝦
蟇
仙
人
図
》
は
共
に
、

西
洋
画
に
描
か
れ
た
西
洋
人
の
面
貌
を
引
用
し
た
表
現
と
し
た
。
両
者
に
認
め
ら

れ
る
顔
の
凹
凸
を
表
現
す
る
た
め
の
陰
影
は
、
西
洋
画
の
陰
影
法
を
意
識
し
て
お

( 
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り
、
こ
の
描
き
方
が
採
用
さ
れ
た
も
の
に
は
異
国
性
が
付
与
さ
れ
る
。
内
山
淳
一

氏
は
こ
の
技
法
と
主
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

内
山
氏
は
曙
山
を
は
じ
め
、
秋
田
蘭
画
の
人
物
画
に
選
ば
れ
た
も
の
は
道
釈
人
物

あ
る
い
は
種
異
常
な
能
力
を
持
っ
た
、
い
ず
れ
も
異
国
の
人
物
た
ち
と
指
摘
し
、

桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
南
蛮
美
術
を
例
に
挙
げ
、
技
法
（
陰
影
法
）

と
主
題
（
異
国
人
）
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
を
指
摘
し
た
（

14

）
。
こ
の
よ
う
な
先

行
研
究
に
基
づ
き
、
春
木
氏
は
《
夷
酋
列
像
》
に
つ
い
て
、「
ツ
キ
ノ
エ
」
の
面
貌

表
現
を
例
に
挙
げ
、
陰
影
法
が
用
い
ら
れ
る
西
洋
人
の
顔
立
ち
に
寄
せ
て
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
異
国
の
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、「
異
」
尽
く
し
の
絵
画
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。 

 第
二
章 

蠣
崎
波
響
と
《
夷
酋
列
像
》
を
め
ぐ
る
評
価
分
析 

  

第
一
節 

蠣
崎
波
響
の
交
遊
関
係 

 

第
一
項 

《
夷
酋
列
像
》
制
作
以
前 

 

波
響
は
幼
少
期
か
ら
武
士
の
教
養
と
し
て
、
叔
父
で
あ
る
松
前
広
長
（
一
七
三

七
～
一
八
〇
一
年
）
か
ら
教
育
を
受
け
た
。
広
長
は
松
前
藩
の
顕
学
と
し
て
知
ら

れ
、
文
学
、
兵
学
、
和
歌
、
漢
詩
、
武
芸
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
藩
主
邦
広

の
子
で
、
藩
の
家
老
職
を
務
め
た
。
松
前
・
蝦
夷
地
に
か
か
わ
る
資
料
を
ま
と
め

た
『
福
山
秘
府
』
の
編
集
、
蝦
夷
地
の
歴
史
・
地
理
・
風
俗
・
産
物
を
記
し
た
『
松

前
志
』
の
自
筆
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
と
《
夷
酋
列
像
》

制
作
の
経
緯
を
記
し
た
『
夷
酋
列
像
附
録
』
を
執
筆
す
る
な
ど
、
列
像
の
制
作
に

深
く
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
広
長
は
甥
の
波
響
を
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年

に
江
戸
に
上
ら
せ
た
。
そ
の
際
、
波
響
は
江
戸
の
藩
邸
に
て
南
蘋
派
の
建
部
凌
岱

（
寒
葉
斎
）（
一
七
一
九
～
七
四
年
）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
（

15

）
。
凌
岱
は
文
人

で
あ
り
、
俳
諧
や
絵
画
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
波
響
が
師
事
し
た
翌
年
に
凌

岱
は
病
気
に
よ
っ
て
死
去
し
た
。
凌
岱
の
死
後
、
波
響
は
宋
紫
石
（
一
七
一
五
～

八
六
年
）
に
師
事
し
た
。
紫
石
は
江
戸
中
・
後
期
の
画
家
で
あ
り
、
凌
岱
同
様
に

熊
代
熊
菱
の
門
に
学
び
、
細
や
か
で
写
実
を
得
意
と
し
、
墨
竹
に
も
優
れ
て
い
た
。

ま
た
一
方
で
、
西
洋
画
に
も
関
心
を
示
し
て
お
り
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
「
動
物
図
譜
」

を
写
す
な
ど
し
た
。
波
響
は
紫
石
の
も
と
で
本
格
的
に
南
蘋
派
を
学
び
、
画
人
と

し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
波
響
の
画
業
に
お
い
て
南
蘋
派

と
い
う
流
派
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
井
上
氏
の
論
考
「
波
響
と

写
実
―
「
南
蘋
風
」
を
中
心
に
」（

16

）

に
詳
し
い
。
南
蘋
派
と
は
、
長
崎
に
滞
在

し
た
中
国
（
清
）
の
画
家
の
沈
南
蘋
の
影
響
を
受
け
た
画
風
を
指
す
。
沈
南
蘋
は
、

享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
長
崎
に
渡
来
、
同
十
八
年
に
は
帰
国
し
て
い
る
。

古
賀
十
二
郎
著
『
長
崎
絵
画
全
史
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
二
月
、

徳
川
吉
宗
は
長
崎
奉
行
に
対
し
て
、
唐
絵
の
取
寄
方
を
命
じ
て
い
る
。
日
ご
ろ
絵

画
に
関
心
の
深
か
っ
た
吉
宗
の
当
時
頽
勢
に
あ
っ
た
官
学
狩
野
派
を
立
ち
直
ら

せ
よ
う
と
す
る
配
慮
の
も
と
、
明
朝
以
前
の
名
画
の
請
来
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
く
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
近
世
日
本
画
壇
に
写
生
画
派
の
新
潮
流
を
ま
き
お
こ
し
、

一
方
で
吉
宗
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
狩
野
派
の
頽
勢
に
は
一
層
の
拍
車
を
か
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
南
蘋
は
滞
在
期
間
中
、
門
人
で
あ
る
熊
斐
に
の
み
画
法
を
伝
え

て
帰
国
す
る
。
南
蘋
画
へ
の
評
価
は
、
む
し
ろ
南
蘋
の
帰
国
後
、
熊
斐
に
よ
る
顕

彰
を
通
じ
て
高
め
ら
れ
、
熊
斐
の
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
に
伝
搬
さ
れ
た
（

17

）

と
さ
れ
る
。
熊
斐
に
よ
る
南
蘋
画
風
に
は
、
南
蘋
に
前
後
し
て
来
朝
し
た
高
釣
、

( 
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高
乾
ら
、
清
人
画
風
も
加
わ
り
、
ま
た
伊
孚
九
、
李
用
雲
な
ど
南
宗
系
の
筆
法
も

ま
じ
え
る
。
そ
の
作
風
は
南
蘋
風
の
濃
密
な
空
間
表
現
を
や
わ
ら
げ
、
装
飾
性
を

強
調
し
た
も
の
で
、
日
本
人
に
は
一
段
と
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

（

18

）
。
松
前
藩
の
文
庫
に
『
寒
葉
斎
画
譜
』
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
資
料
（『
福

山
御
文
庫
現
在
書
目
』）
や
、
凌
岱
の
著
書
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
波
響
に
と
っ
て
充

分
す
ぎ
る
南
蘋
派
へ
の
手
ほ
ど
き
が
松
前
藩
に
は
あ
っ
た
。 

天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
、
家
老
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
波
響
は
江
戸
で
の
修
行
を

終
え
、
松
前
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
前
に
戻
っ
た
あ
と
も
、
波
響
に
は
文
人

と
の
交
流
の
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
が
大
原
呑
響
（
一
七
六
一
頃
～
一
八
一

〇
年
）
で
あ
る
。
呑
響
は
、
陸
奥
磐
井
郡
大
原
村
出
身
の
江
戸
後
期
の
画
家
で
あ

る
。
本
名
を
左
金
吾
、
翼
、
字
は
雲
卿
で
、
呑
響
、
ま
た
は
墨
斉
を
名
乗
っ
た
。

山
水
図
に
長
け
、
詩
文
に
お
い
て
も
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、『
夷
酋
列
像
賛
』

や
『
松
前
候
新
製
大
砲
記
』
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
儒
学
者
皆
川
淇
園
の
弟
子
で

も
あ
る
。
呑
響
は
松
前
に
至
り
、
一
年
間
波
響
楼
（
波
響
の
邸
を
指
す
）
に
止
宿

し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
呑
響
と
波
響
の
関
係
は
深
い
も
の
と
な
る
。 

天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
三
月
に
、
紫
石
が
歿
し
、
波
響
が
こ
の
訃
報
を
ど
こ

で
聞
い
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
三
か
月
後
、
波
響
は
、
目
的
は

明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
呑
響
と
と
も
に
大
阪
の
木
村
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て
い
た
こ

と
が
、
蒹
葭
堂
に
よ
る
「
蒹
葭
堂
日
記
」
で
明
か
と
な
っ
て
い
る
（

19

）
。
こ
の
よ

う
に
、
波
響
は
《
夷
酋
列
像
》
制
作
以
前
に
、
絵
を
学
び
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

人
や
教
養
人
と
の
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

第
二
項 

《
夷
酋
列
像
》
制
作
後 

 

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
、
波
響
は
《
夷
酋
列
像
》
を
携
え
て
上
洛
し
た
。
翌

年
、
天
覧
に
至
る
ま
で
、
波
響
は
京
都
の
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
遊
を
し
て
い
た
。

寛
政
三
年
の
「
高
山
彦
九
郎
京
都
日
記
」（

20

）

か
ら
波
響
の
動
向
や
そ
の
交
流
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
閲
覧
を
望
む
知
人
を
連
れ
て
波
響
の
寓
居
を
訪
れ
る

こ
と
や
、
自
ら
現
物
を
持
っ
て
公
家
の
家
々
な
ど
を
見
せ
歩
く
な
ど
の
行
為
が
日

記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
日
記
が
示
す
通
り
、
尊
王
思
想
家
と
し
て
有
名
な
高
山

彦
九
郎
（
一
七
四
七
～
一
七
九
三
年
）
が
列
像
に
寄
せ
た
関
心
は
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
。
彦
九
郎
は
二
月
十
三
日
に
呑
響
と
初
め
て
会
い
、
そ
の
際
に
波
響
に
会

う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
彦
九
郎
は
蝦
夷
地
へ
の
関
心
が
あ
り
、
前
年
に
蝦
夷
地

渡
海
を
志
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
時
は
、
松
前
藩
の
警
備
が
厳
重
で
あ
っ
た
た

め
、
断
念
し
て
京
都
に
帰
っ
て
き
て
い
た
。
波
響
と
は
こ
の
時
だ
け
で
は
な
く
、

約
二
カ
月
間
に
渡
っ
て
十
回
ほ
ど
の
接
触
が
あ
っ
た
。
彦
九
郎
に
と
っ
て
、《
夷
酋

列
像
》
を
携
え
た
波
響
と
の
接
触
は
、
重
要
な
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
彦
九
郎
が
こ
こ
ま
で
積
極
的
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
春
木
氏
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、《
夷
酋
列
像
》
が
天
皇
の
権
威
を
荘
厳
し
、
そ
の
治
世
と
不
老
長
寿
を
寿
ぐ

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彦
九
郎
が
列
像
を
見
せ
て
回

っ
た
の
は
、
日
記
に
よ
れ
ば
、
小
田
医
三
、
井
沢
次
郎
平
瓜
凉
、
田
中
左
大
夫
、

松
岡
山
季
坊
青
蘿
（
松
岡
青
羅
）、
公
家
の
岩
倉
氏
、
伏
原
氏
、
平
松
氏
と
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

 
ま
た
、
波
響
が
こ
の
上
洛
で
知
り
得
た
人
物
に
は
儒
学
者
の
皆
川
淇
園
、
京
都

知
恩
院
の
僧
、
六
如
が
い
る
。
淇
園
は
『
松
前
候
新
製
大
砲
記
』
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
《
夷
酋
列
像
》
に
一
部
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
如
は

『
六
如
庵
詩
鈔
』
中
の
寛
政
三
年
と
思
わ
れ
る
文
に
、
波
響
の
詩
や
画
技
を
讃
え

( 
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る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
次
節
に
て
述
べ
る
。 

《
夷
酋
列
像
》
に
賛
を
寄
せ
た
人
物
で
も
あ
る
大
典
顕
常
（
一
七
一
九
～
一
八

〇
一
年
）
は
月
僊
の
『
列
仙
図
賛
』（
一
七
八
〇
年
刊
行
）
に
序
を
寄
せ
て
い
る
（

21

）
。

大
典
は
江
戸
時
代
中
期
の
禅
僧
、
漢
詩
人
で
あ
る
。
黄
檗
宗
の
僧
で
あ
る
売
茶
翁

と
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
伊
藤
若
冲
の
支
援
者
で
も
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
人
物
と
接
触
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
を
鑑
賞
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
大
典
の

関
心
が
、
仙
人
を
描
い
た
画
譜
や
新
奇
な
画
風
に
向
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
《
夷
酋
列
像
》
と
の
関
係
性
を
さ
ら
に
検
討
す
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。 

 

寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
六
月
ご
ろ
に
、
波
響
に
続
い
て
上
洛
し
た
広
長
の
子

で
あ
る
松
前
広
英
が
《
夷
酋
列
像
》
十
二
図
各
図
に
京
都
の
儒
学
者
十
二
名
に
画

賛
を
依
頼
し
た
。
賛
を
寄
せ
た
人
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
佐
々
木
長
秀
、
太

田
玩
鴎
、
赤
松
滄
洲
、
大
江
玄
圃
、
佐
野
山
陽
、
伊
藤
東
所
、
皆
川
淇
園
、
三
上

孝
軒
、
龍
草
盧
、
皆
川
、
岩
垣
竜
渓
、
大
原
呑
響
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
の
十
一

月
に
は
江
戸
に
出
て
序
文
を
井
上
四
明
、
跋
文
を
結
城
印
南
に
依
頼
し
た
（

22

）
。

 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
波
響
と
の
交
遊
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
た
ち
は
、

画
技
習
得
に
関
わ
る
画
人
の
ほ
か
に
、《
夷
酋
列
像
》
を
介
し
て
波
響
と
交
流
を
深

め
た
者
も
い
た
。
そ
の
中
で
も
《
夷
酋
列
像
》
に
賛
辞
文
あ
る
い
は
感
想
文
を
寄

せ
た
人
物
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
第
二
節
で
述
べ
る
。 

 

 

第
二
節 

感
想
文
や
賛
辞
文
か
ら
検
討
す
る
《
夷
酋
列
像
》
の
評
価 

 

《
夷
酋
列
像
》
が
波
響
に
よ
っ
て
京
都
に
持
ち
込
ま
れ
て
か
ら
の
状
況
は
、
彦

九
郎
日
記
の
う
ち
『
寛
政
京
都
日
記
』
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
記

で
は
、
寛
政
三
年
二
月
十
三
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
波
響
に
関
す
る
記
述
が
見
え
、

交
遊
の
あ
っ
た
人
物
も
追
う
こ
と
が
で
き
、《
夷
酋
列
像
》
が
如
何
に
、
文
人
、
教

養
人
の
間
で
評
判
を
呼
ん
で
い
た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
交
遊

の
あ
っ
た
人
物
の
中
で
も
、《
夷
酋
列
像
》
へ
の
評
価
あ
る
い
は
言
及
を
し
た
賛
辞

文
、
感
想
文
が
現
存
し
て
い
る
。
詩
文
か
ら
の
解
釈
を
検
討
し
た
高
橋
博
巳
氏
、

春
木
氏
に
よ
っ
て
、
一
定
の
評
価
が
文
人
界
隈
に
も
た
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
文
人
や
教
養
人
と
の
交
流
が
、《
夷
酋
列
像
》
制
作
と

い
う
藩
の
企
画
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
た
の
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
賛
辞
文
を
列
挙
し
た
上
で
、《
夷
酋
列
像
》
と
人
物
ら
の
関
係
性
に
注
目
し
、

評
価
や
言
及
に
関
す
る
再
検
討
を
行
う
。
交
遊
の
中
で
《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
に

言
及
す
る
賛
辞
文
な
ど
を
、
先
行
研
究
を
基
礎
と
し
て
【
表
一
】
に
ま
と
め
た
。

 

最
も
早
い
時
期
に
賛
辞
文
を
寄
せ
た
人
物
は
、
当
時
文
壇
の
大
御
所
と
さ
れ
た

儒
者
の
皆
川
淇
園
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
七
年
）
で
あ
っ
た
。
寛
政
三
（
一
七
九

一
）
年
に
、
松
前
に
帰
藩
す
る
波
響
を
送
る
詩
「
奉
送
源
君
世
帰
松
前
」（

23

）

の

中
で
《
夷
酋
列
像
》
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
以
下
、
書
き
下
し
並
び
に
賛
辞
文

の
解
釈
は
高
橋
氏
に
よ
る
も
の
を
参
照
す
る
（

24

）
。 

 

君
が
寓
、
第
三
橋
の
西
に
在
り
。
淹
留
数
月
、
去
年
降
款
せ
し
蝦
夷
有
力
者
十

二
人
の
図
を
描
く 

工
緻
精
密
、
観
者
歎
絶 

 

と
、
添
え
た
う
え
で
、 

 
島
夷
降
款
貢
如
雲 

 

島
夷
降
款
し 

貢
は
雲
の
如
し 

 
 

妙
画
写
形
伝
異
勲 

 

妙
画 

形
を
写
し
て 

異
勲
を
伝
う 



 
 

彩
調
丹
青
輝
洛
水 

 

彩
は
丹
青
を
調
え
て 

洛
水
を
輝
か
し 

 
 

筆
開
錦
繍
照
蛮
文 

 

筆
は
錦
繍
を
開
い
て 

蛮
文
を
照
ら
す 

 

と
、
詠
じ
た
。「
源
君
世
祜
」
は
波
響
を
指
し
て
い
る
。
詩
の
中
で
「
妙
画
」
と

《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
の
特
異
さ
を
強
調
し
た
う
え
で
「
彩
筆
」
と
技
量
を
評
価

し
て
い
る
。
ま
た
、「
工
緻
精
密
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
波
響
の
緻
密
で

描
写
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
淇
園
は
翌
年
に
『
松

前
候
新
製
大
砲
記
』
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
中
で
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

 

 

春
三
月 

公
臣
蠣
崎
廣
年
亦 

有
奉 
公
命
入
京
在
其
旅
舎
作
具
來
服
酋
長

有
力
者
十
二
人
圖
像
其
画
精
緻
異
常 

 

「
酋
長
有
力
者
十
二
人
圖
像
」
と
指
し
た
上
で
、
そ
の
画
を
「
精
緻
異
常
」
と

評
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
波
響
の
精
緻
で
迫
真
的
な
圧
倒
的
描
写
力
に
つ
い

て
の
評
価
で
あ
る
。 

ま
た
、
同
年
に
大
典
顕
常
は
、
自
ら
の
詩
集
『
北
禅
遺
草
』（

25

）

で
以
下
の
よ

う
に
触
れ
た
。 

 

松
前
の
大
夫
、
蠣
崎
世
祜
、
来
た
り
て
京
師
に
在
り
。
予
に
謁
し
て
、
初
め
て

遇
ふ
。
世
祜
、
画
を
善
く
す
。
頃
ろ
蝦
夷
の
酋
長
十
二
人
を
図
す
。
丹
青
妙
麗
、

毫
末
繊
功
、
展
観
目
を
驚
か
す 

  

                  

と
、
題
す
る
詩
の
な
か
で
、 

 
丹
青
未
数
江
都
馬 

 

丹
青 

未
だ
数
え
ず 

江
都
の
馬 

図
画
猶
思
烟
閣
臣 

 

図
画 

猶
思
う 

烟
閣
の
臣 

納
款
功
労
一
十
二 

 

納
款
の
功
労 

一
十
二 

【表１】《夷酋列像》に言及した賛辞文や感想文 

大

典

顕

常

大

典

顕

常

慈

延

皆

川

淇

園

皆

川

淇

園

人

物

名

『

北

禅

遺

草

』

『

北

禅

遺

草

』

『

慈

延

に

よ

る

夷

酋

列

像

賛

辞

文

』

『

松

前

候

新

製

大

砲

記

』

「

奉

送

源

君

世

帰

松

前

」

資

料

名

一

七

九

一

年

一

七

九

一

年

一

七

九

一

年

一

七

九

一

年

一

七

九

一

年

年

代

世

祜

、

画

を

善

く

す

。

頃

ろ

蝦

夷

の

酋

長

十

二

人

を

図

す

。

丹

青

妙

麗

、

毫

末

繊

功

、

展

観

目

を

驚

か

す

丹

青

未

数

江

都

馬

図

画

猶

思

烟

閣

臣

納

款

功

労

一

十

二

偏

憐

異

服

写

来

真

か

の

凌

烟

閣

の

こ

こ

ろ

は

へ

公

命

入

京

在

其

旅

舎

作

具

來

服

酋

長

有

力

者

十

二

人

圖

像

其

画

精

緻

異

常

島

夷

降

款

貢

如

雲

妙

画

写

形

伝

異

勲

彩

調

丹

青

輝

洛

水

筆

開

錦

繍

照

蛮

文

本

文

（

一

部

抜

粋

）

( 
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偏
憐
異
服
写
来
真 

 

偏
に
憐
む 

異
服
写
し
来
た
り
て
真
な
る
こ
と
を 

 
 

 と
詠
じ
た
。
高
橋
氏
は
、
こ
の
詩
が
大
典
の
《
夷
酋
列
像
》
に
対
す
る
深
い
理

解
の
表
れ
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
こ
れ
ら
の
詩
句
は
杜
甫
の
「
国
発
以

来
、
鞍
馬
を
画
く
も
の
、
神
妙
独
り
数
う
江
都
王
」（
韋
諷
録
事
宅
、
観
曹
将
軍
画

馬
図
引
）
な
ら
び
に
「
凌
烟
の
功
臣
、
顔
色
を
少
（
か
）
く
も
、
将
軍
筆
を
下
せ

ば
生
面
を
開
く
」（
『
唐
詩
選
』
に
所
収
）
を
下
書
き
に
し
て
、
そ
の
か
み
の
波
響

少
年
が
走
る
馬
を
見
事
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
、
い
ま
ま

に
「
蝦
夷
の
酋
長
十
二
人
」
が
着
て
い
る
「
異
服
」
の
描
写
が
リ
ア
ル
で
あ
る
こ

と
を
彷
彿
と
さ
せ
て
も
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
高
橋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の

詩
は
《
夷
酋
列
像
》
を
見
た
大
典
が
「
烟
閣
臣
」
つ
ま
り
、
凌
烟
閣
の
功
臣
を
思

い
浮
か
べ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
凌
烟
閣
と
は
、
貞
観
十
七
（
六
四
三
）
年

に
太
宗
の
命
に
よ
り
、
画
家
の
閻
立
本
が
功
臣
の
功
績
を
讃
え
て
描
い
た
と
さ
れ

る
壁
画
で
あ
る
。
功
臣
と
重
ね
合
わ
せ
た
感
想
を
持
っ
た
人
物
は
他
に
も
存
在
す

る
。「
慈
延
に
よ
る
夷
酋
列
像
賛
辞
文
」
で
あ
る
。
こ
の
賛
辞
文
を
記
し
た
大
愚
慈

延
（
一
七
四
八
～
一
八
〇
五
年
）
は
「
隣
女
晤
言
」
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
天

台
宗
の
僧
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
以
下
、
田
中
實
氏
に
よ
る
書
き
下
し
文
を

参
照
し
（

26

）
、
特
に
興
味
深
い
一
部
分
を
紹
介
す
る
。
慈
延
は
こ
の
賛
辞
文
の
中

で
、
《
夷
酋
列
像
》
に
つ
い
て
、 

 

か
の
凌
烟
閣
の
こ
こ
ろ
は
へ 

 

と
言
及
し
て
い
る
。
大
典
と
同
様
に
、
凌
烟
閣
の
功
臣
像
を
想
起
さ
せ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
以
上
、
受
け
手
側
（
鑑
賞
者
）
の
言
及
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

色
や
筆
の
細
緻
さ
を
ほ
め
た
た
え
る
だ
け
で
な
く
、
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
の
姿
に
中

国
の
功
臣
像
を
連
想
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
企
画
・
制
作
側
（
松
前

藩
）
は
《
夷
酋
列
像
》
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。
果
た
し
て
、

企
画
・
制
作
者
側
の
意
図
は
文
人
や
教
養
人
に
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
た
い
。
現

時
点
に
お
い
て
波
響
に
よ
る
《
夷
酋
列
像
》
へ
の
言
及
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
広
長
が
著
し
た
『
夷
酋
列
像
附
録
』
を
参
照
す
る
。『
夷
酋
列
像
附
録
』
で
は
、 

 

窃
に
麒
麟
の
挙
に
な
ら
ひ 

 

と
し
、《
夷
酋
列
像
》
制
作
は
麒
麟
の
挙
に
倣
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
と
記
し
て
い

る
。
麒
麟
の
挙
は
、
麒
麟
閣
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
肖
像
画
を
飾
ら
れ
た
功
臣
た
ち

の
故
事
で
あ
る
。
そ
の
肖
像
画
で
あ
る
「
麒
麟
閣
十
一
功
臣
」
は
、
前
漢
武
帝
時

代
の
成
立
し
た
麒
麟
閣
に
掲
げ
ら
れ
た
図
像
で
あ
る
。
麒
麟
閣
は
武
帝
が
麒
麟
を

得
た
と
き
に
造
ら
せ
た
宮
殿
を
指
す
。
造
設
後
、
宣
帝
の
甘
露
三
（
紀
元
前
五
一
）

年
、
帝
は
股
肱
の
臣
の
輔
翼
の
功
績
の
大
き
さ
か
ら
、
書
工
に
命
じ
て
功
臣
十
一

人
の
肖
像
を
描
か
せ
麒
麟
閣
に
掲
げ
た
。
大
典
や
慈
延
が
挙
げ
た
凌
烟
閣
は
こ
れ

に
倣
っ
た
図
像
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
麒
麟
閣
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
図
像
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
の
は
、
寛
平
年
間
（
八
八
九
～
九
八
年
）
頃
と

さ
れ
る
。
橘
成
季
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
、
二
十
巻
に
も
お
よ
ぶ
鎌
倉
時
代
中
期

の
説
話
集
『
古
今
著
聞
集
』
画
図
一
六
（
一
二
五
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
漢
の

宣
帝
が
麒
麟
閣
に
功
臣
十
一
人
の
図
像
を
画
い
た
故
事
に
な
ら
っ
て
、
寛
平
年
間

に
賢
聖
の
図
を
巨
勢
金
岡
、
賛
詞
を
小
野
道
風
に
執
筆
さ
せ
た
の
が
慣
例
に
な
っ

( 
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た
こ
と
に
始
ま
る
。《
夷
酋
列
像
》
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
波
響
が
そ
れ
ら
を
知
り

う
る
文
献
を
手
に
し
て
い
た
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
福
山
御
文
庫
現
在
書
目
が

そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
。
福
山
御
文
庫
現
在
書
目
は

同
史
料
の
書
写
年
代
、
筆
者
、
文
庫
所
在
場
所
、
保
管
な
ど
に
関
す
る
記
載
は
無

く
不
明
で
あ
る
が
、
広
長
の
『
松
前
志
』
で
「
福
山
文
庫
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ

と
や
書
名
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
前
藩
の
所
蔵
図
書
の
全
体
像

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（

27

）
。
本
史
料
に
は
中
国
に
関
係
す
る
書
名
が

確
認
で
き
、
な
か
で
も
『
五
雑
組
』
と
い
う
中
国
の
神
羅
万
象
に
つ
い
て
つ
づ
っ

た
明
代
の
随
筆
集
に
注
目
し
て
み
る
と
、
人
部
の
欄
か
ら
麒
麟
閣
の
功
臣
像
に
つ

い
て
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
麒
麟
閣
の
功
臣
像
は
松
前
藩
の
中
で

も
知
ら
れ
、
広
長
や
波
響
は
そ
れ
ら
の
故
事
を
連
想
付
け
な
が
ら
、《
夷
酋
列
像
》

に
お
け
る
図
像
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
受
け
手
側
（
鑑
賞
者
）
が
賛
辞
文
で
ど
う
い
っ
た
点
に
着
目
し

《
夷
酋
列
像
》
を
評
価
し
て
い
た
の
か
を
先
行
研
究
の
知
見
を
基
礎
と
し
て
分
析

す
る
と
、
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
が
色
鮮
や
か
で
精
緻
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
波
響
が
画
面
上
に
表
現
し
よ
う
と
し

た
ア
イ
ヌ
の
姿
は
、
受
け
手
側
に
中
国
の
故
事
を
連
想
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
受
け
手
側
が
特
に
関
心
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
「
ア
イ
ヌ
指
導
者
の
イ
メ

ー
ジ
像
」
を
、
古
来
よ
り
描
き
継
が
れ
て
き
た
中
国
の
功
臣
像
を
書
物
の
中
か
ら

転
用
し
て
《
夷
酋
列
像
》
を
作
り
上
げ
た
。
そ
う
い
っ
た
故
事
を
ア
イ
ヌ
の
姿
か

ら
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
《
夷
酋
列
像
》
は
教
養
人
の
間
で
評
判
と
な
り
、

画
賛
が
寄
せ
ら
れ
た
。
多
く
の
人
の
関
心
を
集
め
、
話
題
を
呼
ん
だ
絵
に
な
っ
た

こ
と
は
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の
あ
と
に
、
北
方
管
理
に
お
け
る
信
頼
を

回
復
せ
ん
と
し
た
で
あ
ろ
う
松
前
藩
の
本
来
の
《
夷
酋
列
像
》
制
作
の
意
図
を
体

現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
に
つ
い
て

は
、
井
上
氏
に
よ
る
『
列
仙
図
賛
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
功
臣
像
以

外
の
引
用
が
あ
る
こ
と
つ
い
て
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
功
臣
や
仙
人
と

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
図
像
が
関
係
し
て
い
る
《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
に
つ
い
て
、

第
三
章
で
近
世
日
本
画
に
お
け
る
画
譜
の
利
用
に
触
れ
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た

い
。 

 

第
三
章 

《
夷
酋
列
像
》
に
お
け
る
図
像
の
転
用
に
関
す
る
一
考
察 

  

第
一
節 

近
世
日
本
に
お
け
る
図
像
と
画
譜
の
利
用 

佐
藤
康
宏
氏
は
、
江
戸
時
代
の
画
人
た
ち
は
図
像
に
対
し
て
無
関
心
で
は
な
く
、

む
し
ろ
意
識
し
て
い
た
と
述
べ
た
（

28

）
。
佐
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狩
野
派

に
お
い
て
は
狩
野
一
渓
の
『
後
素
集
』
の
よ
う
な
漢
画
の
画
題
辞
典
が
存
在
し
、

ま
た
狩
野
永
納
が
著
し
た
『
本
朝
画
史
』（
一
六
九
三
年
）
と
い
う
本
来
は
画
人
紹

介
を
主
と
し
て
い
た
書
物
で
は
「
画
題
」
と
い
う
項
目
を
有
し
て
い
る
。
画
譜
に

つ
い
て
い
え
ば
、
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
狩
野
派
系
の
画
譜
に
か
わ
り
、
南
画

系
、
文
人
画
系
の
画
家
、
南
蘋
派
に
よ
る
画
譜
が
登
場
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

小
林
宏
光
氏
は
こ
れ
ら
の
画
譜
に
は
中
国
絵
画
受
容
の
変
化
と
新
た
な
理
解
が

反
映
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（

29

）
。
中
で
も
、
波
響
が
師
事
し
た
南
蘋
派
の
画
人

ら
に
よ
る
画
譜
は
、
中
国
絵
画
へ
の
憧
憬
が
強
く
、
紫
石
の
画
譜
に
は
独
自
の
人

物
図
が
な
い
と
さ
れ
（

30

）
、
中
国
絵
画
に
お
け
る
優
れ
た
人
物
描
写
を
選
出
し
、

写
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
の
画
譜
を

( 
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生
み
出
し
た
凌
岱
が
手
掛
け
た
画
譜
四
種
の
う
ち
、『
寒
葉
斎
画
譜
』（
一
七
六
二

年
）
が
松
前
藩
の
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
資
料
の
存
在
や
江
戸
で
画
技

習
得
に
取
り
組
ん
で
い
た
波
響
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
中
国
絵
画
へ
の
憧
憬

の
姿
勢
を
受
け
継
い
で
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
波
響
は
こ
う
し
た
背

景
の
な
か
で
先
人
ら
の
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
人
物
の
図
像
を
学
び
、

《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
を
描
く
際
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
波
響
が

作
画
活
動
を
行
っ
た
時
期
は
、
前
述
の
よ
う
な
図
像
へ
の
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
本
章
で
は
画
譜
利
用
に
よ
る
図
像
の
転
用
と
い
う
点
に
注
目
し
、

先
行
研
究
の
知
見
を
基
礎
と
し
、
中
国
画
譜
の
影
響
を
示
す
と
と
も
に
、
波
響
が

ど
の
よ
う
な
画
譜
の
図
像
を
転
用
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
か
、
図
像
の
比
較

か
ら
言
及
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
節 

中
国
画
譜
の
位
置
づ
け 

 

第
一
項 

画
譜
の
発
展
と
普
及 

本
項
で
は
、
中
国
画
譜
と
和
製
画
譜
の
比
較
や
分
析
か
ら
画
譜
制
作
の
意
義
や

図
像
の
継
承
を
論
じ
た
小
林
氏
の
先
行
研
究
を
基
礎
と
し
、
中
国
画
譜
の
発
展
と

普
及
に
つ
い
て
論
じ
る
。《
夷
酋
列
像
》
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
画

譜
か
ら
中
国
伝
来
の
古
典
的
人
物
図
の
姿
を
転
用
し
、
人
物
画
を
描
く
こ
と
が
十

七
世
紀
以
降
の
近
世
日
本
画
は
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
中
国
絵
画
に
対

す
る
憧
憬
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
の
画
譜
の
普
及
に
つ
い
て
言
及

す
る
と
、
明
時
代
（
一
三
六
八
～
一
六
四
四
年
）
に
出
版
産
業
が
成
長
し
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
挿
絵
版
画
入
り
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
時
代
に

続
き
、
清
時
代
（
一
六
四
四
～
一
九
一
二
年
）
に
お
い
て
も
出
版
の
発
展
は
続
い

た
。
こ
の
時
期
の
画
譜
の
な
か
で
も
で
も
、
人
物
図
で
は
「
水
滸
伝
」
や
「
三
国

志
」
な
ど
伝
記
的
内
容
を
も
つ
書
物
の
肖
像
風
版
画
が
連
鎖
的
に
生
み
出
さ
れ
、

発
展
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
と
く
に
、
画
家
の
劉
源
伴
阮
（
明
末
～
康
煕
年
間
後

期
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
『
凌
烟
閣
功
臣
図
』
は
清
代
の
人
物
版
画
の
発
展
に

一
つ
の
方
向
性
を
与
え
た
画
で
あ
り
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
清
代
人
物
版
画
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
陳
洪
綬
（
一
五
九
八

～
一
六
五
二
年
）
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
描
写
に
よ
っ
て
人
物
の
内
面
に

迫
る
か
の
よ
う
な
一
場
面
を
一
人
一
人
描
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
小
林
氏
は
陳

洪
綬
の
活
動
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
明
時
代
は
、「
董
其
昌
等
に

よ
る
文
人
画
伝
統
を
中
心
と
し
た
絵
画
史
集
大
成
の
試
み
が
代
表
す
る
よ
う
に
、

歴
代
絵
画
の
美
術
史
的
理
解
が
す
す
む
時
代
で
あ
っ
た
」。
そ
し
て
、
陳
洪
綬
に
よ

っ
て
制
作
さ
れ
た
歴
代
名
家
の
構
図
を
集
め
た
明
末
の
複
製
画
集
で
あ
る
「
『
顧

氏
画
譜
』
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
気
運
の
中
で
生
ま
れ
た
画
譜
で
あ
り
、
歴
史
的

な
名
家
や
古
画
に
学
ぶ
こ
と
、
す
な
わ
ち
復
古
が
創
作
の
第
一
歩
と
改
め
て
強
調

さ
れ
た
」
。
と
し
、「
陳
洪
綬
は
、
人
物
画
に
復
古
の
実
を
挙
げ
、
そ
こ
か
ら
新
奇

な
固
有
の
様
式
を
確
立
し
た
」
と
評
価
し
た
（

31

）
。
陳
洪
綬
の
作
品
の
中
に
は
《
凌

烟
功
臣
画
像
二
十
四
傑
》
が
あ
り
、
そ
れ
も
凌
烟
閣
の
功
臣
像
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
一
年
）
が

そ
の
画
譜
を
翻
刻
す
る
な
ど
、
日
本
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
絵
で
あ

っ
た
。 

 
中
国
画
譜
は
こ
う
し
た
背
景
に
よ
っ
て
成
立
し
、
日
本
に
お
い
て
広
く
普
及
し
、

近
世
美
術
史
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
万
暦
三
十
五
（
一

六
〇
七
）
年
刊
の
『
図
絵
宗
彝
』
や
清
代
画
譜
の
康
熙
十
八
（
一
六
七
九
）
年
刊

( 

五
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の
『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
は
、
中
国
で
重
刻
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
に
お

い
て
翻
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
近
世
日
本
で
画
譜
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
た
背

景
に
つ
い
て
、
小
林
氏
は
、「
か
か
る
画
譜
の
挿
図
か
ら
中
国
画
の
構
図
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
、
即
ち
絵
手
本
と
し
て
使
い
得
る
内
容
で
あ
り
、
多
く
の
画
学
の
徒

に
と
っ
て
絶
好
の
手
引
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
加
え
て
、「
十

七
世
紀
の
日
本
に
こ
の
よ
う
な
形
の
画
学
書
が
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
需
要
が

著
し
か
っ
た
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
（

32

）
。 

  

第
二
項 

《
夷
酋
列
像
》
に
お
け
る
画
譜
利
用
の
可
能
性 

井
上
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
、《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
は
近
世
以
前
の
絵
画
を
継
承

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、《
夷
酋
列
像
》
を
め
ぐ
る
美
術
史
的

な
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
波
響
が
ど
う
い
っ
た
先
行
作
例
の
取
捨
選

択
を
行
い
、
絵
の
制
作
に
臨
ん
だ
の
か
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
序
章
の
第
二

節
で
は
、
先
行
研
究
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
指
導
者
十
二
人
の
う
ち
、
五

人
の
図
像
の
先
行
作
例
だ
ろ
う
画
譜
を
人
物
ご
と
に
示
し
た
。
そ
れ
ら
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
中
国
の
古
典
的
な
人
物
図
が
掲
載
さ
れ
た
画
譜
で
あ
る
こ
と
だ
。
本

項
で
は
、
和
製
画
譜
と
中
国
画
譜
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
図
と
《
夷
酋
列
像
》

の
う
ち
「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」「
チ
ョ
ウ
サ
マ
」
を
事
例
と
し
て
、
図
像
の
比
較
を
行
う
。

波
響
が
《
夷
酋
列
像
》
の
制
作
に
あ
た
り
、
な
ぜ
図
像
を
転
用
し
、
ま
た
、
そ
れ

ら
転
用
に
用
い
ら
れ
た
図
像
の
継
承
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。 

「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
の
図
像
に
関
し
て
は
、
井
上
氏
の
指
摘
に
加
え
、
春
木
氏
の

新
た
な
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
春
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
が
『
列

仙
図
賛
』
所
載
の
「
廣
成
子
」
に
倣
っ
た
意
味
を
、「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
と
「
窒
吉
律

亞
湿
葛
乙
」
が
太
陽
―
月
と
対
称
と
な
る
関
係
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、「
廣
成
子
」

の
図
像
が
太
陽
の
神
、
天
照
大
神
に
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（

33

）
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、「
廣
成
子
」
が
、『
列
仙
図
賛
』
の
制
作
者
で
あ
る
月
僊
が
着
想
を
得

た
と
す
る
明
代
の
王
世
貞
著
『
有
象
列
仙
全
傳
』
に
お
け
る
「
石
室
に
隠
る
最
上

格
の
仙
人
」
と
し
て
の
描
き
方
が
関
係
し
て
い
る
と
し
、『
有
象
列
仙
全
傳
』
は
伝

承
に
基
づ
い
て
「
廣
成
子
」
の
居
所
が
「
崆
洞
山
ノ
石
室
」
で
あ
る
こ
と
を
春
木

氏
は
示
し
た
。「
廣
成
子
」
の
、
膝
を
曲
げ
て
座
す
そ
の
体
勢
は
、
石
室
に
隠
り
座

す
姿
の
名
残
を
留
め
る
も
の
と
し
た
。
非
常
に
理
知
的
に
画
面
全
体
を
捉
え
た
研

究
で
あ
る
が
、「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
か
ら
そ
れ
だ
け
の
連
想
を
ど
れ
だ
け
の
人
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
春
木
氏
の
研
究
で
は
、
誰
が
そ
の
構
成
を
考
え
《
夷
酋
列
像
》

制
作
を
企
画
し
た
の
か
ま
で
は
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が

あ
る
。 

 
 

筆
者
は
《
夷
酋
列
像
》
の
特
異
な
ポ
ー
ズ
は
、
前
述
で
挙
げ
た
清
代
人
物
版
画

と
同
様
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
効
果
や
古
典
的
図
像
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
借
用
し
て

独
自
の
図
像
を
生
み
出
す
こ
と
へ
重
点
を
置
い
て
、
南
蘋
派
を
学
ん
だ
波
響
が
制

作
し
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
波
響
の
師
で
あ
る

南
蘋
派
の
凌
岱
や
紫
石
は
中
国
画
譜
の
人
物
図
像
を
継
承
し
、
独
自
の
画
譜
を
制

作
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
金
古
良
『
無

双
譜
』（
一
六
九
九
年
）
と
い
う
中
国
画
譜
の
人
物
描
写
を
、
紫
石
は
『
古
今
画
薮
』

の
制
作
で
模
倣
し
て
い
る
（

34

）
。『
無
双
譜
』
と
は
、
文
字
通
り
ま
さ
に
比
類
の
な

い
、
二
人
と
現
れ
な
い
人
物
を
版
画
に
描
い
た
こ
と
を
示
す
書
名
で
あ
る
。
人
物

描
写
は
一
人
一
人
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
図
像
に
は
《
夷
酋
列
像
》
に
近
し
い

( 
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ポ
ー
ズ
を
し
た
人
物
も
い
る
。
た
と
え
ば
、『
無
双
譜
』「
陳
摶
」
の
姿
で
あ
る
が
、

円
形
の
敷
物
に
正
面
を
向
い
て
座
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。《
夷
酋
列
像
》
と
比
較
し

て
み
る
と
、「
マ
ウ
タ
ラ
ケ
」
や
『
列
仙
図
賛
』「
廣
成
子
」
と
そ
の
図
像
は
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
物
画
に
お
い
て
真
正
面
か
ら
人
物
を
描
く
こ
と
は
滅
多
に

な
い
た
め
、
中
国
画
譜
か
ら
得
た
古
典
的
な
図
像
を
転
用
さ
れ
、
そ
の
ポ
ー
ズ
が

人
物
を
入
れ
込
む
た
め
の
「
か
た
ち
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。『
無
双
譜
』
―
『
有
象
列
仙
全
傳
』
―
『
列
仙
図
賛
』
―
《
夷
酋
列
像
》
と

い
う
流
れ
の
な
か
に
図
像
の
継
承
が
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
し
た
古
典
的
図
像
が
「
《
夷
酋
列
像
》
の
な
か
の
ア
イ
ヌ
指
導
者
」
に

転
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
受
け
手
（
鑑
賞
者
）
に
「
和
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
ア
イ
ヌ

像
」
と
は
か
け
離
れ
て
、
神
格
化
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
崇
高
な
姿
と
し
て
鑑
賞
者

の
目
に
う
つ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ま
た
『
列
仙
図
賛
』

以
外
に
、
波
響
の

師
で
あ
る
宋
紫

石
の
『
古
今
画
藪
』

「
東
方
朔
」
の
上

半
身
を
反
転
さ

せ
た
よ
う
な
姿

勢
と
口
元
に
笑

み
を
浮
か
べ
る

表
情
が
「
チ
ョ
ウ

サ
マ
」
に
似

て
い
る
。
同

様
に
、「
西
楚

覇
王
項
籍
」

が
体
を
大
き

く
ね
じ
り
、

振
り
返
る
よ

う

な

姿

が

「
イ
コ
リ
カ

ヤ
ニ
」
に
似

て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
月
僊
も
『
古
今
画
藪
』「
東
方
朔
」
の
姿
を
写
し
た

り
、
こ
の
図
像
を
転
用
し
て
《
寒
山
図
》
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る

こ
と
は
、
主
に
中
国
か
ら
舶
来
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
中
国
に
そ
の
源
流
が
認
め

ら
れ
、
そ
れ
を
継
承
し
た
形
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
南
蘋
派
や

文
人
と
さ
れ
て
き
た
人
物
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
画
譜
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
国

伝
来
の
図
像
や
伝
承
を
取
り
入
れ
る
背
景
に
は
、
中
国
伝
来
の
図
像
を
絵
手
本
と

す
る
習
慣
や
画
譜
の
普
及
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
そ
の
か
た
ち
を
借
り
る
こ

と
で
「
か
た
ち
」
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 お
わ
り
に 

 

  

こ
れ
ま
で
先
行
研
究
を
基
礎
と
し
、《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
に
見
出
せ
る
「
か
た

ち
」
の
継
承
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
第
一
章
で
は
、
蠣
崎
波
響
と
《
夷
酋
列
像
》

図版３「廣成子」『列仙図賛』 

月僊、1780 年 

図版４「陳摶」『無双譜』 

金古良、1699 年 

( 

五
七 ) 
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を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
明
ら
か
と
な
っ
た
部
分
と
問
題
と
し
て
今
後
取

り
組
ま
れ
る
べ
き
点
を
示
し
た
。
第
二
章
で
は
先
行
研
究
で
検
討
さ
れ
て
き
た
賛

辞
文
を
用
い
て
、《
夷
酋
列
像
》
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
人
物
か
ら
ど
の
よ
う
な

評
価
・
言
及
が
あ
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
文
人
や
教
養
人
が
中
国
伝
来

の
故
事
に
あ
る
功
臣
像
を
連
想
し
て
い
た
こ
と
と
、
松
前
藩
あ
る
い
は
波
響
が
故

事
を
引
用
し
て
《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘

し
た
。
第
三
章
で
は
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
十
七
世
紀
以
降
の
近
世
日
本
に
お

い
て
中
国
画
譜
が
普
及
し
た
背
景
か
ら
、
波
響
が
師
事
し
た
南
蘋
派
の
画
人
や
文

人
と
の
交
遊
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
を
示
唆
し

た
。《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
は
清
代
人
物
版
画
の
体
裁
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
、
中

国
画
譜
の
図
像
を
比
較
し
て
い
く
と
、
描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
指
導
者
の
姿
が
、
中
国

伝
来
の
古
典
的
図
像
に
源
流
を
見
出
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
本
論
は
、
波

響
は
文
人
や
教
養
人
と
の
交
遊
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
譜
あ
る
い
は
そ
れ
ら

図
像
を
継
承
し
た
作
品
を
目
に
す
る
機
会
を
得
て
、《
夷
酋
列
像
》
の
制
作
が
可
能

と
な
っ
た
と
結
論
付
け
た
い
。 

《
夷
酋
列
像
》
の
図
像
に
先
行
作
例
が
見
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
本
研
究
は
、
制
作
の
背
景
と
し
て
近
世
日
本
に
お
け
る
画
譜
の
普
及
が
大
き
く

影
響
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
課
題
は
多
く
あ
る
。
網
羅
的
な
中
国
画
譜
と
和
製
画
譜
比
較
が
で
き
ず
、
図

像
の
比
較
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
図
像
同
士
の
関
係
性
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
、

《
夷
酋
列
像
》
に
図
像
が
転
用
さ
れ
る
そ
の
理
論
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。《
夷

酋
列
像
》
の
十
二
図
す
べ
て
に
図
像
の
転
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
は
現
段
階
で

は
断
言
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。 

こ
こ
で
発
生
し
た
「
か
た
ち
の
継
承
」
は
、
中
国
伝
来
の
図
像
を
転
用
し
て
生

ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
、
形
を
崩
さ
ぬ
ま
ま
模
写
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
。
転
用
し
た
際
に
、
源
流
と
な
っ
た
図
像
の
本
来
の
意
味
は
失
わ
れ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
の
み
共
有
さ
れ
た
の
か
が
問
題
点
で
あ
る
。
文
人
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
さ
れ
た
《
夷
酋
列
像
》
の
意
味
と
、
武
家
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
共
有
さ
れ
た
模
写
本
を
所
持
す
る
意
味
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
文
人
と
武
家
社
会
と
の
間
に
あ
る
価
値
基
準
の
差
に
つ
い
て
も
挙
げ

た
い
。
画
譜
の
調
査
を
す
る
と
と
も
に
、《
夷
酋
列
像
》
が
な
ぜ
武
家
社
会
に
お
い

て
、
前
述
の
よ
う
な
広
い
範
囲
で
の
模
写
の
所
持
が
行
わ
れ
た
の
か
を
調
査
し
て

い
き
た
い
。 

時
代
を
超
え
た
画
人
同
士
の
対
話
が
、
絵
手
本
に
倣
う
習
慣
の
中
で
築
か
れ
、

豊
か
な
江
戸
文
化
を
支
え
て
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
の
は
中
国
あ
る

い
は
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
最
新
の
絵
画
に
対
す
る
関
心
と
そ
れ
を
積
極
的
に

摂
取
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
《
夷
酋
列
像
》
制
作
に
お
い
て
も

同
様
で
、
波
響
を
と
り
ま
く
交
遊
関
係
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
と
言
え
る
。
武
士

と
し
て
、
家
老
と
し
て
以
上
に
、
文
人
波
響
と
し
て
近
世
日
本
社
会
に
お
け
る
位

置
づ
け
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
、《
夷
酋
列
像
》
制
作
に
お
い
て
、
と
く
に
重
要

で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
画
環
境
が
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
《
夷
酋
列
像
》
が

注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
し
、
本
稿
を
結
び
た
い
。 
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（
六
〇
）

Inheritance of “Image” from the Perspective 
of Ishuretsuzo created by Hakyo Kakizaki:  
Diversion of Icon In Early Modern Japan

INOUE Runa

The purpose of this paper is to clarify the background of the Ishuretsuzo. These 

works were painted in 1790 by Hakyo Kakizaki, a chief retainer of the Matsumae 

domain. Kakizaki was both a samurai and a famous artist. The Ishuretsuzo refers to the 

portraits of 12 famous Ainu who cooperated with the Matsumae domain following the 

Menashi-Kunashiri Battle, an Ainu uprising that took place in Ezochi. These pieces have 

certain characteristics; the figures are precisely painted using brilliant colors on small 

surfaces. The fact that this painting was appreciated by Emperor Kokaku and that 

copies were made by other artists indicates that it had a significant effect on society at 

that time. This painting is considered to have a great influence on society at that time 

because it was appreciated by Emperor Kokaku and reproductions were produced by 

painters. According to the discussion of the existing literatures and the analysis of the 

compliments to this picture, one of the reasons for its impact is that the Ainu was 

drawn by diverting a classic icon which was introduced from China. Why was the icon 

chosen for creating the Ishuretsuzo? In order to solve this research question, this paper 

compared the image of the Ishuretsuzo with one of the most important painting manuals 

in early modern Japan. As a result, it was revealed that the painters, with whom 

Kakizaki had a connection, obtained Chinese painting manuals and Kakizaki was in the 

circumstance where he could divert them to his own painting. This conclusion was able 

to show a part of the inheritance of “form” in early modern Japanese painting.

― 61 ―


